
Public
 Relations W

ajim
a-City

わ
じ
ま

O
ct.2018

N
o.153

10

古
代
米
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
鑑
賞
会
（

9
月

4
日
）

25
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事



■一般会計の決算状況
●決算状況から見る経費

種　類 金　額 歳出総額に占める割合 市民 1 人あたりの経費

議会費※ 1 1 億 9,872 万円 0.9％ 7,273 円

総務費 30 億 0,546 万円 13.1％ 110,001 円

民生費 48 億 0,132 万円 20.9％ 175,731 円 

衛生費 21 億 0,374 万円 9.1％ 76,998 円

労働費※ 2 2,075 万円 0.1％ 760 円

農林水産業費※ 3 10 億 1,386 万円 4.4％ 37,108 円

商工費※ 4 6 億 0,505 万円 2.6％ 22,145 円

土木費 20 億 6,474 万円 9.0％ 75,571 円

消防費※ 5 7 億 6,390 万円 3.3％ 27,959 円

教育費 38 億 2,286 万円 16.6％ 139,919 円

災害復旧費※ 6 2 億 0,164 万円 0.9％ 7,380 円

公債費 44 億 0,979 万円 19.1％ 161,401 円

合計 230 億 1,183 万円 100.0％ 842,246 円

●平成 29 年度歳入歳出決算

①歳入決算額 232 億 3,285 万円

②歳出決算額 230 億 1,183 万円

③形式収支（①－②） 2 億 2,102 万円

④翌年度へ繰り越すべき財源 1 億 2,948 万円

⑤実質収支（③－④） 9,154 万円

●市有財産の状況

種　類 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

土地 6,319,558.76 ㎡ △ 2,949.29 ㎡ 6,316,609.47 ㎡

建物 236,587.95 ㎡ 13,144.79 ㎡ 249,732.74 ㎡

出資・出捐金 169,904,800 円 0 円 169,904,800 円

株券 50,193,000 円 0 円 50,193,000 円
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●決算状況から見る市税

税　目 金　額 市税総額に占める割合 市民 1 人あたりの負担額

個人市民税 8 億 4,299 万円 32.3% 30,854 円 

法人市民税 1 億 3,064 万円 5.0% 4,781 円

固定資産税 12 億 2,672 万円 47.0% 44,899 円

軽自動車税 7,583 万円 2.9% 2,775 円

市たばこ税 1 億 8,608 万円 7.1% 6,811 円

入湯税 2,312 万円 0.9% 846 円

都市計画税 1 億 2,462 万円 4.8% 4,561 円

合　計 26 億 1,000 万円 100.0% 95,527 円

232 億 3,285 万円

依存財源（77.5%）

179 億 9,684 万円

国庫支出金（12.8%）

29 億 7,753 万円

その他（3.3%）

7 億 6,568 万円

県支出金（5.3%）

12 億 3,727 万円

市債（13.7%）

31 億 8,051 万円

自主財源（22.5%）

52 億 3,601 万円

市税（11.2%）

26 億 1,000 万円

その他（11.3%）

26 億 2,601 万円

地方交付税（42.4%）

98 億 3,585 万円

歳入
232 億 3,285 万円

230 億 1,183 万円

総務費（13.1%）

30 億 0,546 万円

民生費（20.9%）

48 億 0,132 万円

土木費（9.0%）

20 億 6,474 万円

教育費（16.6%）

38 億 2,286 万円

公債費（19.1%）

44 億 0,979 万円

※ 1 ～※ 6（12.2%）

28 億 0,392 万円

（内訳は下記参照）

衛生費（9.1%）

21 億 0,374 万円

歳出
230 億 1,183 万円

2



市債残高は平成 28 年度末と比較して

9 億 8,688 万円 減

■財政用語解説

◆一般会計
　�福祉、教育、土木、衛生など市の基本的
な施策に要する経費について、市税な
どを主要財源として経理する会計。

◆特別会計
　�特定の事業を行う場合や特定の資金を
保有してその運用を行う場合、その他
特定の歳入をもって特定の歳出に充て、
一般の歳入歳出と区分して経理する会
計のこと。

　�地方自治法の規定により、条例で特別会
計を設置することができる。

◆企業会計
　�地方公共団体が経営する企業の会計の
こと。地方公営企業法が適用される事
業で、その事業の収入で支出を賄う独
立採算の会計。

◆形式収支
　�歳入決算額から歳出決算額を差し引い
た額。

◆実質収支
　�収入と支出の実質的な差額を見るもの
で、形式収支から翌年度に繰り越すべ
き財源を差し引いた額。実質収支がマ
イナスになると、赤字団体とされる。

◆自主財源
　�地方公共団体の財源のうち、国に依存し
ないで独自に調達できるもの。地方税
のほか、手数料・使用料・寄付金など。

◆依存財源
　�地方公共団体などが，国や県に依存する
かたちで調達する財源。地方交付税の
ほか、国庫支出金・地方譲与税・県支
出金など。

◆目的税
　�一定の政策に充てられることが、あらか
じめ明確に定められている税金のこと。

・『入湯税』
　環境衛生施設・鉱泉源の保護管理施設
　消防活動に必要な施設の整備
　観光施設の整備
　観光の振興
・『都市計画税』
　都市計画事業・土地区画整理事業の費用
・『地方消費税』（引上げ分）
　社会保障施策に要する経費

◆市債
　�市が国や民間金融機関などから長期的
に借り入れる資金のこと。

◆臨時財政対策債
　�地方の財源不足を補てんするために、本
来地方交付税として交付されるべき額
の一部を振り替えて発行される地方債
のこと。（後年度の償還費については、
全額地方交付税の算定に算入される）

◆地方交付税
　�全ての地方公共団体が一定の行政サー
ビスの水準を維持できるように、国税
を財源として、国が地方へ配分する税
金のこと。

☆『市民 1 人あたりに要した経費および負担額』
・・・平成 30 年 3 月 31 日現在の人口 27,322 人をもとに算出。

●目的税の使途

税　目 目　的 金　額

入湯税

環境衛生施設の整備 282 万円

消防施設等の整備 627 万円

観光施設の整備 454 万円

観光振興（観光宣伝等） 949 万円

合　計 2,312 万円

税　目 目　的 金　額

都市計画税
下水道等 6,480 万円

都市計画道路 5,982 万円

合　計 1 億 2,462 万円

税　目 目　的 金　額

地方消費税

（引上げ分）

①社会福祉 1 億 0,379 万円

子どものための教育・保育給付事業費 7,944 万円

障害者自立支援給付費 2,435 万円

②社会保険 1 億 0,204 万円

国民健康保険事業費 1,624 万円

介護保険事業費 8,580 万円

③保健衛生 807 万円

乳幼児及び児童医療助成事業費 694 万円

ひとり親家庭等医療費助成金 113 万円

合　計 2 億 1,390 万円

●市債の目的別内訳

種　類 残　高 市債残高に占める割合

土木債 111 億 2,484 万円 37.6%

農林水産業債 22 億 1,537 万円 7.5%

衛生債 22 億 9,598 万円 7.7%

教育債 35 億 0,888 万円 11.8%

臨時財政対策債 69 億 2,530 万円 23.4%

その他 35 億 6,258 万円 12.0%

合　計 296 億 3,296 万円 100.0％

会計名 区　分 収　入 支　出 差し引き

病院事業
収益的収支 38 億 2,495 万円 35 億 4,534 万円 2 億 7,961 万円

資本的収支 3 億 9,517 万円 5 億 6,751 万円 △ 1 億 7,234 万円

☆資本的収支の不足額について
　�資本的収支における差引不足額 1 億 7,234 万円は、過年度分損益勘定留保資金

1 億 7,204 万円および当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額 30
万円で補てんしました。

■企業会計の決算状況

会計名 区　分 収　入 支　出 差し引き

水道事業
収益的収支 10 億 8,311 万円 9 億 8,272 万円 1 億 0,039 万円

資本的収支 7 億 0,632 万円 10 億 4,457 万円 △ 3 億 3,825 万円

☆資本的収支の不足額について
　�資本的収支における差引不足額 3 億 3,825 万円は、過年度分損益勘定留保資

金 3 億 0,583 万円および当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額
3,242 万円で補てんしました。

3



◆収益的収支
　�当該年度の企業の経営活動で発生す
る収益と、それに対応する費用で、
収入は、サービスの提供の対価とし
ての料金収入が主体。支出にはサー
ビス提供に要する職員給与費や支払
利息、建物などの固定資産の減価償
却費などを計上。

◆資本的収支
　�企業の事業によるサービス提供を維
持し、将来的な利用増に対処すると
ともに、経営規模の拡大を図るため
に要する諸設備の整備・拡充などの
資産の取得に要する経費や、施設の
取得に要した企業債の元金償還金な
どの支出と、資産の取得に要する企
業債などの収入を計上。

◆過年度分損益勘定留保資金
　�過年度に費用に計上された、現金支
出を伴わない減価償却費等に相当す
る額が使用されず、内部に留保され
た資金のこと。

◆当年度分消費税資本的収支調整額
　�資本的支出に係る消費税額から、資本
的収入に係る消費税額を引いた額が、
企業内部に留保された資金のこと。

◆健全化判断比率
　�自治体財政の透明化を図るため、財
政健全化法で公表が義務づけられた
数値。数値が基準を超えると、国か
ら健全化計画の策定を求められる『早
期健全化団体』や、自主的な財政運
営が制限される『財政再生団体』と
なる。『実質赤字』『連結実質赤字』『実
質公債費』『将来負担』の4つの比率
からなる。

◆（連結）実質赤字比率
　�一般会計等の実質収支の状況につい
て、赤字の程度を指標化したもので、
実質的な赤字が市税等の一般財源の
規模に対してどの程度の割合になる
かを見るもの。

　�『連結』と付く場合は、対象に公営企
業も含む。

◆実質公債費比率
　�地方債の元利償還金や公営企業にお
ける地方債の元利償還金に対する繰
出金などの公債費に準じるものを含
めた実質的な公債費相当額が、市税
等の一般財源の規模に対してどの程
度の割合になるかを見るもの。過去3
年度間の平均値を用いる。

◆将来負担比率
　�一般会計等の借入金や将来支払う可
能性のある負担等の現在高の程度を
指標化したもので、将来の負担額が
市税等の一般財源の規模に対してど
の程度の割合になるかを見るもの。

■特別会計の決算状況

会計名 歳　入 歳　出 差し引き

国民健康保険

（事業勘定）
44 億 1,175 万円 41 億 9,637 万円 2 億 1,538 万円

国民健康保険

（直営診療施設勘定）
8,105 万円 4,449 万円 3,656 万円

後期高齢者医療事業 4 億 6,316 万円 4 億 5,968 万円 348 万円

介護保険 42 億 1,606 万円 41 億 7,121 万円 4,485 万円

土地取得事業特別会計 780 万円 121 万円 659 万円

臨海土地造成事業 5,912 万円 5,912 万円 0 円

公共下水道事業 9 億 6,827 万円 8 億 9,411 万円 7,416 万円

特定環境保全

公共下水道事業
4 億 3,968 万円 4 億 0,703 万円 3,265 万円

農業集落排水事業 8,821 万円 8,601 万円 220 万円

漁業集落排水事業 3,496 万円 3,372 万円 124 万円

浄化槽事業 8,510 万円 8,413 万円 97 万円

●実質公債費比率・将来負担比率の推移

項　目 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

実質公債費比率 15.2 15.1 14.9 14.3 13.0 11.6

早期健全化基準 25.0 以上

財政再生基準 35.0 以上

将来負担比率 151.7 141.9 134.7 115.5 99.8 94.2

早期健全化基準 350.0 以上

実質公債費比率・将来負担比率の推移
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき、平成 29 年度決算
に基づく実質公債費比率および将来負担比率を公表します。
　実質公債費比率および将来負担比率は、いずれの年度においても早期健全化基
準、財政再生基準および早期健全化基準を下回っております。
　引き続き行財政改革を進め、財政の健全化に向けて取り組んでいきます。
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平成 29年度に行った主な事業
Ⅰ．安全・安心・快適なまちづくり

Ⅱ．活力を生み出すまちづくり

Ⅲ．健やかに過ごすまちづくり

Ⅳ．ふるさとを学び誇るまちづくり

Ⅴ．市民と行政の協働によるまちづくり

Ⅰ．安全・安心・快適なまちづくり 決算額

道路橋梁整備事業費※ 3 億 9,131 万円

居住誘導促進事業費 9,195 万円

へぐら航路造船事業費 1 億 7,908 万円

舳倉島防災拠点施設整備事業費 3,000 万円

Ⅲ．健やかに過ごすまちづくり 決算額

社会福祉協議会拠点センター建設補助※ 8,694 万円

発達相談支援事業費 168 万円

Ⅳ．ふるさとを学び誇るまちづくり 決算額

輪島中学校建設事業費（繰越有）※ 18 億 0,302 万円

輪島塗技術再認識・普及事業費 1,069 万円

輪島塗後継者育成奨励事業費 143 万円

Ⅴ．市民と行政の協働によるまちづくり 決算額

漆でつなぐ「五陶輪」制作事業費 1,416 万円

門前総合支所大規模改修事業費※ 2 億 9,056 万円

Ⅱ．活力を生み出すまちづくり 決算額

宿泊施設魅力アップ事業費補助 7,164 万円

輪島市民まつり事業費 1,700 万円

輪島ご当地グルメ開発事業費※ 286 万円

※�市内道路橋りょうの安全・安心のため新規整備や改修等を

行いました。

※�福祉の充実を図るため、輪島市社会福祉協議会の活動拠点

センターの建設に対して補助を行いました。

※�適正な教育環境の維持・充実を図るため、輪島中学校の建

設を行いました。

※�門前総合支所庁舎に、防災拠点施設・歴史文化拠点施設・

コミュニティー施設等を複合化しました。

※�『輪島ふぐ』をテーマにした統一メニューの開発などを行
いました。

◆平成 30 年度 大沢漁港消波堤改修工事／大沢町地先
◆青葉ヶ丘住宅外壁改修工事／河井町
◆市道深谷滝町線道路改修工事 設計業務／門前町大釜
◆平成 30 年度 市道市ノ坂 5 号線 道路改良工事／三井町市ノ坂
◆平成 30 年度 市道内屋貝吹線 道路改良工事／三井町内屋
◆平成 30 年度 黒島漁港海岸保全施設 長寿命化計画策定業務／門前町黒島町地先
◆平成 30 年度 皆月漁港海岸保全施設整備工事／門前町皆月地先
◆平成 30 年度 大沢漁港施設機能保全工事／大沢町
◆平成 30 年度 生活基盤近代化事業（基幹改良）町野地区 舗装本復旧工事（3 工区）／西山町
◆平成 30 年度 輪島市ケーブルテレビデジタル自主放送配信ヘッドエンド設備更新工事／門前町走出
◆平成 30 年度 輪島市都市計画基礎調査業務／輪島市内全域

821 万円
7,074 万円

545 万円
842 万円
918 万円
630 万円

1,889 万円
2,840 万円

582 万円
1,711 万円

567 万円

㈱喜多組
㈱里谷組
ﾅﾁｭﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱
㈱宮地組
㈱上野組
ﾅﾁｭﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱
六郎木建設㈱
㈱喜多組
沢田工業㈱
㈱ｱｲｼー ｼー ･ ｻー ﾋ゙ ｽｾﾝﾀー
㈱国土開発ｾﾝﾀｰ

入札結果 500 万円以上
平成30年8月11日～平成30年9月10日

問市財政課　☎ 23-1116
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8
月
3
日
（
金
）
、
今
年
で
20
回
目
と
い
う

記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
迎
え
た
『
輪
島
の
未

来
を
考
え
る
子
ど
も
議
会
』
が
市
議
会
議
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
10
小
学
校
か
ら
6
年

生
12
名
が
『
子
ど
も
議
員
』
と
し
て
参
加
し
、「
輪

島
を
も
っ
と
良
い
街
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
」
を
一
生
懸
命
考
え
て
、
梶
市
長
に
対

し
質
問
や
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
市
長
は
、
市
議
会
の
本
会
議
と

同
様
に
真
剣
に
、
そ
し
て
分
か
り
や
す
く
答
弁

を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
質
問
や
提

案
を
す
る
こ
と
に
加
え
、
議
長
や
副
議
長
、
議

会
運
営
委
員
、
議
会
事
務
局
長
な
ど
全
て
の
役

割
を
担
い
、
議
会
を
進
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど

も
議
会
を
通
じ
て
考
え
た
り
学
ん
だ
り
し
た
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
今
後
の
生
活
に
生
か
し
、
努

力
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
『
誓
い
の
言
葉
』
を

梶
市
長
と
宮
坂
教
育
長
に
、
そ
し
て
未
来
の
輪

島
が
よ
り
良
い
街
に
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
た

『
要
望
書
』
を
椿
原
市
議
会
議
長
に
、
そ
れ
ぞ

れ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
宮
坂
教
育
長
が
今
回
の
子
ど
も
議
会

に
つ
い
て
講
評
を
行
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

問
教
庶
務
課

　
☎
（
23
）
１
１
６
７

参加した『子ども議員』の皆さん（敬称略）

質問順 小学校名 氏　名 役　割

第 1 部

① 町　野 南
みなみ

　　芽
め い

依 『誓いの言葉』伝達（市長へ）
② 門前東 川

か わ か み

上　大
だ い き

輝 議会事務局長（後半）
③ 大　屋 林

は や し ひ ら

平　兼
け ん し ゅ う

宗 副議長
④ 河　井 北

き た の

野　広
ひ ろ あ き

晃 『誓いの言葉』伝達（教育長へ）
⑤ 河　井 木

き の し た

下　淑
と し ひ と

仁

第 2 部
⑥ 鳳　至 岩

い わ さ き

崎　世
せ い あ

昌 『要望書』提出（市議会議長へ）
⑦ 鳳　至 寺

て ら し た

下　りな
⑧ 三　井 細

ほ そ か わ

川　大
だ い ち

地 議会運営委員

第 3 部

⑨ 南志見 嘉
か じ

地　祐
ゆ う と

人 議長
⑩ 鵠　巣 炭

す み た に

谷　彩
あ や ね

音
⑪ 河原田 桜

さ く ら い

井　杏
あ ん じ ゅ

樹 議会事務局長（前半）
⑫ 門前西 葊

ひ ろ さ わ

澤　聖
せ い な

菜 議会運営委員

輪島の未来を考える
子ども議会だより

市
長
　
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
物
を
売
っ
た
り
買

っ
た
り
す
る
機
会
が
減
っ
て
、
経
済
の
規
模
が
小
さ
く

な
り
、
や
が
て
地
域
の
元
気
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
、
市
で

は
こ
れ
ま
で
、
自
動
車
部
品
や
白
米
千
枚
田
の
あ
ぜ
の

き
ら
め
き
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ペ
ッ
ト
ボ
タ
ル
、

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
な
ど
を
製
造
す
る
工
場
を
誘
致

し
た
り
、
新
し
く
開
店
し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
に
補
助

を
行
う
な
ど
、
常
に
働
く
場
所
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
大
型
商
業
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
で
は
な

く
民
間
の
会
社
が
建
設
す
る
も
の
で
す
。
ど
れ
く
ら
い

の
買
い
物
客
が
来
て
く
れ
る
か
な
ど
の
調
査
を
行
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
買
い
物
客
が
来
て
く
れ
る
こ
と
や
、

今
あ
る
お
店
と
競
争
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
な
ど

を
判
断
し
た
場
合
に
建
設
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
新
し

く
出
店
や
新
商
品
を
開
発
・
販
売
す
る
際
の
補
助
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
、

意
欲
の
あ
る
方
へ
の
応
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
民
間
の
人
で
そ
う
い
う
元

気
な
方
が
い
た
ら
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
精
い
っ

ぱ
い
応
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

『
町
野
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
』

地
元
で
採
れ
た
海
産
物
や
農
作
物
を
売
買
で
き
、
周
り
の
市
町
か
ら
も
買
い

物
に
来
る
よ
う
な
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
大
型
商
業
施
設
を
建
て
て
ほ
し
い
で
す
。

①町野小学校

　南
みなみ

　芽
め い

依さん

市長へ

『誓いの言葉』

伝達

市
長
　
市
で
は
、
働
く
場
所
と
定
住
人
口
を
確
保
す
る
た

め
に
、
輪
島
市
以
外
で
商
売
を
さ
れ
て
い
る
輪
島
市
出
身

の
方
に
お
願
い
し
て
、
臨
空
産
業
団
地
や
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

に
工
場
や
ホ
テ
ル
な
ど
を
造
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
、
求
人
倍
率
は
上
昇
し
、
働
い
て
く
れ
る
人

が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ど
の
よ
う
な
仕
事
が
自
分

に
合
っ
て
い
る
の
か
、
や
り
が
い
が
あ
る
か
は
人
そ
れ
ぞ

れ
に
違
い
ま
す
か
ら
、
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
や
業
種

の
働
く
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
効
果
的
な
宣
伝
に
つ
い
て
、
市
で

は
白
米
千
枚
田
や
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
祖
院
な
ど
多
く

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て

お
り
、
今
年
か
ら
は
『
輪
島
た
び
色
』
と
い
う
ア
ニ
メ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
動
画
に
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
も
有
効
な
Ｐ
Ｒ
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
今
後
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
自
分
た
ち
の
町
の
良
さ
を
大
事
に
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
輪
島
市
に
は
、
白
米
千
枚
田
や
海
女
漁
な
ど
の
豊

か
な
自
然
景
観
や
文
化
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

自
然
景
観
な
ど
を
残
し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
使
命

で
す
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

『
来
て
楽
し
い
・
住
ん
で
幸
せ
な
輪
島
市
に
す
る
た
め
に
』

ふ
る
さ
と
輪
島
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
３
点
を
提
案
し
ま
す
。

①
若
い
人
が
働
け
る
場
所
を
増
や
す
こ
と
。

②
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
も
っ
と
効
果
的
に
宣
伝
す
る
こ
と
。

③
自
分
た
ち
の
町
の
良
さ
を
大
事
に
す
る
こ
と
。

②門前東小学校

　川
かわかみ

上　大
だ い き

輝くん

議会事務局長

（後半）

6



市
長
　
の
と
里
山
海
道
を
管
理
し
て
い
る
石
川
県
で

は
、
道
路
の
真
ん
中
に
設
置
さ
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
ポ

ー
ル
の
本
数
を
増
や
し
た
り
、
道
路
の
真
ん
中
や
路
肩

側
に
溝
な
ど
を
つ
け
、
運
転
手
に
よ
り
一
層
の
注
意
喚

起
を
促
す
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
車
線
区

間
の
中
で
も
交
通
量
の
多
い
、
柳
田
IC
～
上
棚
矢
駄
IC

間
で
4
車
線
化
の
工
事
を
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
の

と
里
山
海
道
の
全
線
4
車
線
化
や
能
越
自
動
車
道
の
完

成
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
安
心
・
安
全
な
道
路
を

整
備
す
る
よ
う
に
、
国
や
石
川
県
に
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
合
宿
な
ど
の
受
け
入
れ
を
可
能
と

す
る
空
き
旅
館
な
ど
の
再
利
用
に
つ
い
て
、
市
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
合
宿
を
市
内
で
た
く
さ
ん
開
催
で
き

る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の

購
入
を
行
う
と
と
も
に
、
宿
泊
に
対
す
る
補
助
な
ど
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
観
光
シ
ー
ズ

ン
と
合
宿
や
大
会
が
重
な
っ
て
し
ま
う
時
期
に
は
、
市

内
の
宿
泊
施
設
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
隣
の
市
や
町
の

宿
泊
施
設
に
泊
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
す
。
空
き
旅
館
に
つ
い
て
は
、
古
い
物

件
が
多
く
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
空
き
家
と
し
て
登
録
さ
れ
た
も
の
を
少

し
手
を
加
え
る
こ
と
で
再
利
用
し
た
り
、
各
地
域
の
公

民
館
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
ど
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
　
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
皆
さ
ん
に
生
の
外
国

語
に
触
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
み
な
が

ら
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
3
名
を
各
学
校
に
派
遣
し
、
外
国
語
の

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
、『
ジ
ャ
パ
ン
テ

ン
ト
』
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
れ
る
留
学
生
や
研
修
生
の
方
々
と

門
前
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
先
日
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
Ｗ
杯
大

会
の
事
前
合
宿
に
参
加
し
て
い
た
ロ
シ
ア
チ
ー
ム
の
選

手
の
皆
さ
ん
と
小
学
生
の
皆
さ
ん
が
交
流
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
教
育
委
員
会
や
学
校
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
外
国
の
方
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。現
在
、

輪
島
市
で
は
、
多
文
化
共
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市

内
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
日
本

語
教
室
を
週
1
回
程
度
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
に
は
、浴
衣
の
着
付
け
教
室
や
三
夜
踊
り
へ
の
参
加
、

料
理
教
室
の
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
交
流
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
観
光
案
内
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
外
国
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
職
員
を
配
置
し
た

り
、
市
内
の
宿
泊
施
設
の
改
修
、
外
国
語
の
案
内
標
記

や
Wi
ー
Fi
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
環
境
を
整
備
す
る
取
り
組

み
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
多
く
の

外
国
人
の
皆
さ
ん
に
輪
島
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
自
然
や
伝
統
文
化
に
触
れ
、
体
験
し
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
安
心
・
安
全
で
、
夢
が
広
が
る
、
の
と
里
山
海
道
の
実
現
に
向
け
て
』

①�

の
と
里
山
海
道
の
安
心
・
安
全
な
通
行
に
配
慮
し
た
道
路
改
良
工
事
の
実
施

を
提
案
し
ま
す
。

②�

学
校
部
活
動
の
合
宿
や
合
同
練
習
、
練
習
試
合
の
受
け
入
れ
を
可
能
と
す
る
、

空
き
旅
館
や
空
き
家
の
再
利
用
が
で
き
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
外
国
の
方
と
の
交
流
』

①�

多
く
の
外
国
の
方
と
英
語
で
交
流
で
き
る
機
会
が
欲
し
い
の
で
、
輪
島
に
来
ら
れ

た
外
国
の
方
と
子
ど
も
た
ち
が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

②�

外
国
の
方
が
輪
島
の
伝
統
文
化
を
体
験
で
き
る
も
の
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

⑤河井小学校

　木
きのした

下　淑
としひと

仁くん

③大屋小学校

　林
はやしひら

平　兼
けんしゅう

宗くん

副議長

市
長
　
舳
倉
島
は
、
今
年
の
3
月
に
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
『
輪
島
の
海
女
漁
』
が
行
わ
れ
て

い
る
島
で
す
。
現
在
、
舳
倉
島
に
あ
る
2
軒
の
民
宿
で
は
、

事
前
に
予
約
を
す
れ
ば
、
地
元
の
魚
介
類
を
使
っ
た
お
刺

身
や
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
な
ど
お
い
し
い
ラ
ン
チ
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
お
店
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
舳
倉
島
を
訪
れ
た
観
光
客
や
旅
行
会
社
の

方
か
ら
も
、「
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
、
舳
倉
島
の
塩
な
ど
の

土
産
品
の
販
売
や
、
簡
単
な
食
事
が
で
き
る
お
店
が
あ

れ
ば
い
い
な
。」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
の
で
、
観
光
客

が
休
憩
で
き
る
よ
う
な
施
設
や
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
、
滞

市
長
　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
よ
く
、
観
光
客

の
方
々
が
何
度
で
も
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
自
然
豊
か
な

き
れ
い
な
ま
ち
を
目
指
し
、
毎
年
、
春
と
秋
の
『
５ご

３み

０ゼ
ロ

運
動
』
や
、
海
開
き
前
の
袖
ヶ
浜
で
の
『
ク
リ
ー
ン
ビ
ー

チ
活
動
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
企

業
や
団
体
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
を
含
む
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
ず
は

ご
み
を
捨
て
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

環
境
問
題
に
つ
い
て
理
解
し
考
え
る
機
会
と
し
て
、
市
内

在
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
区
長
さ
ん
や
地
元

の
皆
さ
ん
と
も
相
談
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
泊
ま
る
施
設
を
造
る
こ
と
に
つ
い
て
、
舳
倉
島
の
2

軒
の
民
宿
で
は
、
40
名
く
ら
い
宿
泊
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
こ
れ
以
上
の
人
数
と
な
る
と
宿
泊
す
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
で
す
。
今
後
、
舳
倉
島
を
訪
れ
る
観
光
客
の
方

が
増
え
て
、
宿
泊
で
き
る
場
所
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
民
宿
を
さ
れ
て
い
る
方
や
地
元
の
皆
さ
ん
と
、

今
あ
る
民
宿
を
も
う
少
し
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
外
の
施
設
の
整
備
な
ど
に
つ
い

て
相
談
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
小
中
学
校
の
皆
さ
ん
に
環
境
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
や
、
小

学
校
の
皆
さ
ん
に
七
ツ
島
の
漂
着
ご
み
の
調
査
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
施
設

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
鴨
ヶ
浦
の
海
水
プ
ー
ル

や
竜
ヶ
崎
灯
台
を
含
め
、
展
望
台
や
遊
歩
道
の
整
備
や
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
鴨
ヶ
浦
一
帯
の
整
備
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
7
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
舳
倉
島
で
行
わ
れ
て
い
た

水
上
運
動
会
を
袖
ヶ
浜
で
行
い
ま
し
た
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
板
を
並
べ
て
渡
っ
て
い
く
、
と
い
う
の
が
非
常
に
人

気
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
、
世
界
農
業
遺
産
『
能

登
の
里
山
里
海
』
の
自
然
景
観
を
生
か
し
た
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
オ
ス
ス
メ
し
た
い
！
へ
ぐ
ら
島
』

①�

観
光
客
向
け
の
魚
介
類
を
使
っ
た
お
い
し
い
ラ
ン
チ
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
企
画
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

②
泊
ま
る
施
設
を
造
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

『
輪
島
の
自
然
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に
』

①�

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
清
掃
活
動
や
植
樹
活
動
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

②�

輪
島
の
自
然
の
良
さ
を
生
か
し
た
レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を
建

設
す
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

⑥鳳至小学校

　岩
いわさき

崎　世
せ い あ

昌くん

市議会議長へ

『要望書』

提出

④河井小学校

　北
き た の

野　広
ひろあき

晃くん

教育長へ

『誓いの言葉』

伝達
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市
長
　
路
面
に
文
字
を
書
い
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
注
意

を
呼
び
か
け
る
方
法
は
、
危
険
な
場
所
を
事
前
に
知
ら
せ

る
こ
と
で
自
動
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
減
速
さ
せ
、
歩
行
者

へ
の
安
全
性
を
よ
り
配
慮
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
が
運
転
中
に
路
面
の
文
字
を
読
み
取
り
や
す
く
す
る
た

め
に
は
、
文
字
数
が
制
限
さ
れ
た
り
、
積
雪
に
よ
り
路
面

の
文
字
が
見
え
な
く
な
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
提
案
を
生
か
す
と
い
う
こ
と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
に
分
か
り
や
す
い
看
板
を
運
転
の
支
障
に
な
ら
な
い

場
所
に
設
置
す
る
、
あ
る
い
は
、
カ
ー
ブ
の
多
い
と
こ
ろ

で
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
つ
け
る
、
そ
し
て
、
少
し
で
も
道
路

を
広
く
で
き
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
広
く
す
る
と
い
う
こ

市
長
　
こ
れ
ま
で
の
輪
島
市
の
人
口
を
増
や
す
た
め
の

取
り
組
み
の
一
つ
は
企
業
誘
致
で
、
今
ま
で
14
の
会
社

に
来
て
も
ら
い
６
７
６
名
が
雇
用
さ
れ
ま
し
た
。
別
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
地
元
で
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を
開

い
て
商
売
を
す
る
方
を
応
援
す
る
制
度
、
輪
島
へ
来
て

か
ら
1
年
間
の
家
賃
の
半
額
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
る

ほ
か
、
住
宅
を
建
て
よ
う
・
購
入
し
よ
う
と
い
う
方
へ

の
補
助
や
、
空
き
家
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
者
に
対
す

る
補
助
、
移
住
し
て
き
て
1
年
間
住
ん
だ
方
へ
の
補
助
、

移
住
促
進
住
宅
、
学
生
向
け
ア
パ
ー
ト
の
建
設
へ
の
補

助
、
さ
ら
に
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
制
度
や
保
育

料
の
支
援
制
度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
税
金
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度

と
が
、
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
南

志
見
小
学
校
や
警
察
、
関
係
機
関
の
方
々
と
相
談
し
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
と
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
街

灯
に
つ
い
て
、
道
路
の
照
明
は
、
自
動
車
が
夜
間
の
交
通

で
急
カ
ー
ブ
や
交
差
点
な
ど
危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
対

し
て
、
安
全
性
に
配
慮
の
も
と
、
そ
の
道
路
を
管
理
し
て

い
る
石
川
県
や
輪
島
市
が
設
置
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

防
犯
と
い
う
意
味
で
の
照
明
に
つ
い
て
は
、
地
区
で
設
置

を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
つ
け
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
相
談
し
て
、
提
案
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

と
し
て
誘
致
企
業
な
ど
が
会
社
を
つ
く
る
際
に
税
金
が

安
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん

の
制
度
が
あ
る
と
い
う
宣
伝
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。『
夜
朝
市
』
に
つ
い
て
は
、
観
光
客
を
増
や
す
た
め

の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
、

住
吉
神
社
で
夕
市
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
出
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
は
１
名
だ
け
で
す
。
朝
市
に
出
て
い
る

方
に
夕
方
も
出
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
す
る
の
は
、
な

か
な
か
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
輪
島
に
泊
ま
っ
て

も
ら
う
た
め
の
現
在
の
取
り
組
み
と
し
て
、
夜
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
白
米
千
枚
田
の
『
あ
ぜ
の
き
ら
め
き
』
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
観
光
協
会
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
方
々
と
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
安
心
安
全
な
道
路
に
す
る
た
め
に
』

①�

運
転
手
に
注
意
を
呼
び
か
け
る
言
葉
を
道
路
に
書
く
と
い
う
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

②
街
灯
の
な
い
道
路
に
街
灯
を
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

『
輪
島
市
の
未
来
に
つ
い
て
』

①�

新
し
い
仕
事
を
増
や
し
た
り
、
家
族
で
住
み
や
す
い
ア
パ
ー
ト
を
十
分
造
っ

た
り
、
税
金
を
減
額
し
た
り
す
れ
ば
、
移
住
す
る
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

②�

輪
島
で
泊
ま
る
観
光
客
を
増
や
す
た
め
、『
夜
朝
市
』
を
し
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

⑨南志見小学校

　嘉
か じ

地　祐
ゆ う と

人くん

議長

⑦鳳至小学校

　寺
てらした

下　りなさん

市
長
　
輪
島
市
観
光
情
報
サ
イ
ト
は
、
今
年
4
月
よ
り
『
輪

島
た
び
色
』
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、『
海
坂
優
花
』
と

『
成
田
圭
太
』
と
い
う
2
名
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
輪
島
市

を
旅
し
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
動
画
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
15
年
に
能
登
空
港
の
開
港
を
記

念
し
て
、
人
気
ア
ニ
メ
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
に
て
、
サ
ザ
エ
さ

ん
が
能
登
半
島
を
訪
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
の
紹
介
を
す
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
半
年
間
放
映
さ
れ
た
際
に
は
、
大
変
大
き

な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
輪
島
市
出
身
の
永
井
豪
先
生
の『
マ

ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
』
な
ど
を
使
っ
た
動
画
で
あ
れ
ば
、
言
葉
の
通

じ
な
い
外
国
人
の
方
で
も
印
象
に
残
り
や
す
く
、
輪
島
市
に

興
味
を
持
っ
て
遊
び
に
来
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

市
長
　
輪
島
市
で
は
、
不
法
投
棄
を
監
視
す
る
た
め
に
、

16
名
の
監
視
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
監
視
に
は
限
界
が
あ
り
、
不
法
投
棄
を
さ
れ
て
し
ま

っ
た
ご
み
に
つ
い
て
は
少
し
ず
つ
回
収
し
て
い
ま
す
が
、

回
収
し
て
も
繰
り
返
し
同
じ
場
所
に
捨
て
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
、
な
か
な
か
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ご
み
を
回
収
し
て

な
く
す
こ
と
で
は
な
く
、
捨
て
た
方
に
犯
罪
で
あ
る
こ
と

に
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
市
の
広
報
誌

や
立
て
看
板
な
ど
に
よ
る
注
意
喚
起
に
加
え
、
輪
島
警
察

署
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
高
洲
山
に
限
ら
ず
市
内
全

域
に
つ
い
て
、
対
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
頂
の
整
備
に
つ
い
て
、
以
前
あ
っ
た
ベ
ン
チ
と
ト
イ
レ

は
、
と
て
も
古
く
な
り
危
険
だ
っ
た
た
め
、
地
元
の
方
々

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
撤
去
し
ま
し
た
。
ベ
ン
チ
に
つ
い
て

は
、
ど
の
場
所
が
良
い
か
な
ど
を
調
査
し
、
で
き
る
だ
け

早
く
設
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ト
イ
レ
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
展
望
台
に
つ
い
て
、
奥
能

登
で
最
も
高
い
高
洲
山
の
山
頂
付
近
か
ら
は
、
き
れ
い
な

日
本
海
や
輪
島
市
の
市
街
地
な
ど
が
一
望
で
き
、
天
候
条

件
が
良
け
れ
ば
富
山
県
の
立
山
連
峰
を
見
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
高
洲
山
の
Ｐ
Ｒ
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う

な
方
法
が
良
い
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
も
う
少
し
時
間
を
く
だ
さ
い
。

だ
、
ア
ニ
メ
動
画
を
作
る
に
は
著
作
権
と
い
う
も
の
が
あ
る

た
め
、
制
作
し
た
会
社
の
許
可
と
お
金
が
必
要
と
な
る
上
、

た
く
さ
ん
の
方
の
手
と
時
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ど

の
く
ら
い
か
か
る
か
交
渉
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
輪
島
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
る
活
動
や
計
画
に
つ
い
て
、

今
や
『
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
』
や
『
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
』
は
世
界
共
通
語

で
あ
り
、『
日
本
の
ア
ニ
メ
聖
地
88
』
で
は
石
川
県
で
唯
一
、

輪
島
市
の
『
永
井
豪
記
念
館
』
が
選
ば
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
公
式

サ
イ
ト
に
よ
っ
て
、
世
界
中
に
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
局
や
旅
行
会
社
、
雑
誌
の
編
集
社
な
ど

へ
も
出
向
き
、
輪
島
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
宣
伝
を
し
な
が
ら
、

情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
輪
島
の
良
さ
と
未
来
の
輪
島
を
ど
ん
な
街
に
し
て
い
き
た
い
か
』

①�

高
洲
山
の
環
境
保
全
の
た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

②
高
洲
山
の
山
頂
に
ベ
ン
チ
や
ト
イ
レ
を
整
備
す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

③
高
洲
山
に
展
望
台
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

『
ア
ニ
メ
動
画
で
輪
島
の
魅
力
を
発
信
』

①�

輪
島
の
魅
力
を
伝
え
る
ア
ニ
メ
動
画
を
つ
く
っ
て
発
信
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

②�

輪
島
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
る
活
動
や
計
画
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

⑩鵠巣小学校

　炭
すみたに

谷　彩
あ や ね

音さん

⑧三井小学校

　細
ほそかわ

川　大
だ い ち

地くん

議会運営委員
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市
長
　
粉
川
寺
は
泰た

い
ち
ょ
う
だ
い
し

澄
大
師
に
よ
っ
て
鉢
伏
山
に
建
立
さ

れ
た
、
七し

ち
ど
う
が
ら
ん

堂
伽
藍
の
大
き
な
お
寺
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
天
正
年
間
の
戦
乱
で
壊
さ
れ
た
た
め
に
、
現

在
の
場
所
に
移
さ
れ
、
横
地
・
石
休
場
・
東
中
尾
・
杉
平
・

宅
田
・
山
岸
・
久
手
川
の
各
集
落
が
共
同
で
守
っ
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。
粉
川
寺
に
は
、
輪
島
市
の
指
定
文
化

財
で
あ
る『
仁
王
尊
像
』や
、カ
ッ
パ
伝
説
に
ま
つ
わ
る『
親

子
馬
と
ミ
ズ
シ
の
図
額
』
が
あ
り
、
能
登
国
三
十
三
観
音

札
所
の
う
ち
の
三
十
一
番
札
所
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
歴

史
や
文
化
を
色
濃
く
残
す
由
緒
あ
る
お
寺
で
す
。
老
朽
化

へ
の
対
応
策
で
す
が
、
日
本
国
憲
法
の
中
で
、「
政
治
と

宗
教
は
結
び
付
き
を
持
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
い
う
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い

お
寺
や
神
社
の
修
復
な
ど
に
は
、
市
役
所
が
支
援
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地

域
の
皆
さ
ん
で
ど
の
よ
う
に
守
る
か
と
い
う
こ
と
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。『
犬
の
子
ま
き
』
に

つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
禅
宗
の
お
寺
で
守
ら
れ
て
き
た
行

事
で
す
が
、
こ
れ
も
市
が
宣
伝
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
伝
統
行
事
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

情
報
発
信
を
し
た
り
、
ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作
っ
て
、
歴
史
や
文
化
を
伝
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
粉こ

か

わ

じ

川
寺
の
魅
力
を
発
信
』

①
粉
川
寺
の
老
朽
化
へ
の
対
応
策
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

②�

『
犬
の
子
ま
き
』
の
と
き
に
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
、
参
加
を
呼
び
か
け

て
ほ
し
い
で
す
。

⑪河原田小学校

　桜
さくらい

井　杏
あんじゅ

樹さん

議会事務局長

（前半）

市
長
　
輪
島
市
で
は
、
漆
の
里
・
平
家
の
里
・
間
垣
の
里
・

禅
の
里
、
こ
の
4
つ
の
里
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
の
情

報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る『
禅
の
里
』は
、

曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
祖
院
や
国
の
重
要
文
化
財
『
旧
角

海
家
住
宅
』
の
あ
る
黒
島
の
街
並
み
、
泣
き
砂
の
浜
、
猿

山
岬
、
雪
割
草
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
と
文
化
が
豊
か

な
町
で
す
。
輪
島
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
景
観

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
も
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
写
真

を
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
に
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
公
開
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
門
前
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
吉
岡
栄
一
さ
ん
が
、『
ツ

キ
ノ
オ
ト
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
と
い
う
名
前
で
い
ろ
い
ろ

な
写
真
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
非
常
に
き
れ
い
な
写
真
を
投
稿
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
写
真
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
観
光
情
報
サ
イ

ト
な
ど
に
掲
載
し
、
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
門
前
西

小
学
校
の
皆
さ
ん
が
、「
も
っ
と
門
前
の
こ
と
を
知
っ
て

ほ
し
い
。
門
前
の
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と
の
思

い
か
ら
『
門
前
お
す
す
め
マ
ッ
プ
』
を
作
ら
れ
た
と
の
こ

と
、
こ
れ
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
市
で
も
皆

さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
ツ
ー
ル
を
使
っ

て
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
門
前
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
』

観
光
客
に
輪
島
や
門
前
の
自
然
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
魅
力

的
な
写
真
を
地
域
の
方
か
ら
募
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
な
ど
し
て
観

光
客
に
発
信
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

⑫門前西小学校

　葊
ひろさわ

澤　聖
せ い な

菜さん

議会運営委員

　
子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
、
今
回
の
子
ど
も
議
会
は
い
か
が
で
し
た
か
。
少
し
緊
張
し
た
か
と

思
い
ま
す
が
楽
し
か
っ
た
で
す
か
。

　
こ
の
市
議
会
議
場
で
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
聞
か
れ
た
り
質
問
を
受
け
た
り
し
ま
す
。
輪
島

市
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
や
、
1
年
間
に
輪
島
市
が
使
う
お
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
べ
き
か
と

い
う
こ
と
な
ど
を
市
長
さ
ん
が
提
案
し
て
、
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
で
良
い
の
か
ど
う

か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
討
論
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
提
案
や
質
問
の
中
に
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
諸
問
題
や
輪
島
の
活
性
化
に
つ

い
て
の
質
問
、
そ
れ
か
ら
地
域
の
大
切
な
も
の
を
守
っ
て
い
き
た
い
か
ら
支
援
し
て
ほ
し
い
と

い
う
提
案
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
一
番
多
か
っ
た
の
が
、
も
っ
と
外
国
の
方
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
を
誘
致
し
て
輪
島
を
に
ぎ
や
か
に
し
て
ほ
し
い
、
ま
た
は
、
も
っ
と
輪
島
の

良
い
と
こ
ろ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方
が
輪
島
に
来
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
提
案
や
質
問
で
し
た
。
こ
れ
は
私
た
ち
大
人
も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
大
き
く
な
っ
て
大
学
に
入
学
す
る
な
ど
の
理

由
で
、
都
会
へ
転
出
し
た
と
し
ま
す
。
数
年
後
に
、
ま
た
輪
島
に
戻
っ
て
き
て
住
み
た
い
、
暮

ら
し
た
い
と
思
う
人
は
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。【
参
加
し
た
『
子
ど
も
議
員
』
全
員
が
手
を

挙
げ
る
。】
私
は
、
全
員
が
手
を
挙
げ
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
中

学
生
や
高
校
生
に
な
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
こ
の
質
問
の
中
に
、
輪
島
に
住
む
人
が

少
な
く
な
る
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
で
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
誇
り
を
持
っ
て
、
「
大
き
く
な
っ
た

ら
都
会
へ
行
き
た
い
。
で
も
、
数
年
後
に
は
、
ま
た
輪
島
へ
帰
っ
て
暮
ら
し
た
い
。」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
街
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
大
人
の
責
任
で
あ
り
、
一
番
大
切
な

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
、『
物
事
を
知
る
』『
知
ら
な
い
こ
と
に
気
付
く
』
と
い

う
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
知
ら
な
い
こ
と
が
世
の
中
に

た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
れ
を
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
学
ん
で
い
く
中
で
成
長
し
、
世
界
中
を
飛
び

回
っ
て
、
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
し
て
、
そ
の
上
で
ま
た
輪
島
へ
帰
っ
て
暮
ら
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
勉
強
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
芸
術
で
も

音
楽
で
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
、
必
ず
ま
た
輪
島
へ
戻
っ
て
来
る
こ
と
を
目
指
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
教
育
長
講
評
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平成 29 年度

『がんばる輪島』応援寄附（ふるさと納税）について

平成 29 年度『がんばる輪島』応援寄附金の主な充当事業
寄附項目 寄附金額 充当事業 寄附金充当額

【1】
地域福祉の充実

46,632,000 円

介護予防・地域支え合い事業費 4,706,000 円

こどもの医療費助成事業費 24,230,000 円

子宝支援事業費 12,696,000 円

任意予防接種促進事業費 5,000,000 円

小　計 46,632,000 円

【2】
自然環境の保全事業

38,831,500 円

新エネルギー推進事業費 2,527,000 円

白米千枚田観光景観保全費 5,200,000 円

公害対策費 2,624,000 円

フラワーロード整備事業費 942,000 円

LED 街灯照明等導入促進事業費 5,760,000 円

田園空間施設管理費 4,032,000 円

農村景観シンボル形成事業費 1,358,000 円

松くい虫奨励防除事業費 2,697,000 円

森林環境保全整備事業費 4,722,000 円

広葉樹植栽事業費 1,161,000 円

公有林整備事業費 595,000 円

水産振興事業調査費（海底耕耘） 1,350,000 円

稚あゆ移植放流事業費 716,000 円

水産種苗放流育成事業費 1,028,000 円

海女漁振興事業費 4,119,500 円

小　計 38,831,500 円

【3】
教育環境の充実

44,072,100 円

教育支援員等費 34,262,100 円

学力向上推進事業費 3,310,000 円

教材費（小学校） 5,000,000 円

教材費（中学校） 1,500,000 円

小　計 44,072,100 円

【4】
伝統工芸および地域文化の
保存および継承

147,705,000 円

ふるさと応援基金費（基金への積立て） 30,000,000 円

漆でつなぐ「五陶輪」制作事業費
（ガバメントクラウドファンディング）

14,159,000 円

御陣乗太鼓実演事業費 4,200,000 円

輪島漆器商工業協同組合運営費補助 4,500,000 円

輪島塗後継者育成奨励事業費 1,425,000 円

輪島漆芸作家活動支援事業費 498,000 円

漆芸技術活用推進事業費 397,000 円

輪島塗技術再認識・普及事業費 10,693,000 円

文化協会事業費補助 1,000,000 円

三夜踊り開催事業費補助 2,300,000 円

三夜踊り振興費 460,000 円

伝統芸能伝承教室事業費補助 900,000 円

輪島塗技術伝承者養成事業費補助 2,400,000 円

漆芸美術館運営委託等費 74,773,000 円

小　計 147,705,000 円

【5】
その他市長が
必要と認める事業

82,059,000 円

禅の里づくり事業費 8,776,000 円

のと里山空港利用促進事業費 27,624,000 円

白米千枚田イベント開催費補助 11,700,000 円

起業・新規出店支援事業費 25,427,000 円

全日本競歩輪島大会費 8,532,000 円

小　計 82,059,000 円

合　計 359,299,600 円

　平成 29 年度『がんばる輪島』応援寄附（ふるさと納税）の結果をお知らせします。
　輪島市では、平成 20 年に『がんばる輪島』応援寄附条例を制定し、輪島を応援しようとする方から広く寄附を募っ
ております。昨年度は 8,730 件、3 億 5,929 万 9,600 円のご寄附をいただきました。
　これらのご寄附は、魅力あるふるさとづくりのため、下表の事業に活用させていただきました。ご寄附いただき
ました皆さまに深くお礼を申し上げます。
　これからも『がんばる輪島』を応援していただきますようお願い申し上げます。

問市漆器商工課ふるさと納税推進室　☎ 23-1144
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『輪島市本庁舎等整備方針（案）』に関する意見募集について

　輪島市では、“ 輪島市本庁舎等整備審議会 ” を設置し、老朽化や耐震性などの課題を抱える本庁舎と文化会館の
整備方針（案）をまとめました。この方針（案）について、広く市民の皆さまからのご意見を募集します。
　本庁舎　　現本庁舎の耐震化を図り、既存庁舎前方に防災拠点となり得る庁舎を増築する。
　文化会館　ホール棟は大規模改修を行い、事務所棟は耐震を含めた改修により長寿命化を図る。
■方針（案）の公表場所
　�○輪島市ホームページ（URL   http://www.city.wajima.ishikawa.jp/）
　○市役所総合窓口、門前総合支所地域振興課、町野支所、各出張所、輪島市立図書館、輪島市立門前図書館
■意見の募集期限
　10 月 12 日（金）まで　※当日必着分まで
■意見の提出方法
　�方針（案）の公表場所に設置する意見提出用紙（『輪島市本庁舎等整備方針（案）』に関する意見）に、氏名、連

絡先および本件へのご意見をご記入の上、次のいずれかの方法により提出してください。
　○郵送の場合
　　〒 928-8525　石川県輪島市二ツ屋町 2 字 29 番地　輪島市総務部監理課本庁舎等整備室　宛
　○ファクスまたはメールの場合
　　FAX   22-9220　
　　Mail   kanri@city.wajima.lg.jp
　○持参の場合
　　輪島市総務部監理課本庁舎等整備室（輪島市役所 3 階）までご持参ください。
■意見募集の結果の公表
　�お寄せいただいたご意見については、内容を検討の上、方針の参考とさせていただくとともに、ご意見を整理し

た上で、主要なご意見について市としての考え方を市ホームページ上に掲載する予定です。
問市監理課本庁舎等整備室　☎ 23-1121

　輪島市本土と舳倉島を結ぶ定期船『ニューへぐら』の老朽化に伴

い、平成 31 年 4 月に就航を予定する新造船の名前が決定しました。

　6 月から船名を募集したところ、全国から総数 100 件ものご応募

をいただきました。選考委員会にて厳正なる審査を行った結果、田

中義則さん（輪島市）からご応募いただきました『希海（のぞみ）』
に決定いたしました。

　こちらの船名には、

「貴重で希
まれ

な資源を持つ舳倉島へとつなぎ、将来への希望を期待して」
との思いが込められています。

　ご応募いただいた皆さま、誠にありがとうございました。

問市企画課　☎ 23-1113

平成 31 年 4 月就航予定

へぐら航路の新造船の名前が決定しました！

『 希
の ぞ み

海 』

新船名
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楽しく子育てしてますか？子育てを応援します

乳幼児と保護者が楽しく過ごせる癒やしの広場
在宅で育児をされているママとお子さんの広場です。専任スタッフに育児に関する相談等もできます。

　　輪島市子育て支援センター　☎ 22-8031
　　　◇開館日・時間：火～金　8:30 ～ 17:00、土・日　8:30 ～ 16:00

日　時 内　容

 10 月 4 日㊍ 10:30 ～  ほっとサロンみらい「ティータイムと Give & Take の会で楽しいひとときを」
 （妊婦さんも歓迎します）　共催：みらい子育てネット輪島

 10 月 16 日㊋ 10:30 ～  うさちゃん広場「ベビーマッサージ」　対象：乳児親子　講師：春木 理枝子 氏
 材料費：300 円　持ち物：タオル、バスタオル　＊要申込 (10 名まで）

 10 月 18 日㊍ 10:30 ～  うさちゃん広場「ぴょんぴょん運動会」　協力：太陽の子クラブ　
 10 月 23 日㊋ 10:30 ～  うさちゃん広場「ハロウィンの制作をしよう」
 10 月 25 日㊍ 10:30 ～  うさちゃん広場「お話し会」～マアサの紙芝居～

 10 月 30 日㊋ 10:30 ～  うさちゃん広場「10 月生まれの誕生会」　協力：太陽の子クラブ  
 「きままカルテットのミニコンサート」    

 11 月 1 日㊍ 10:30 ～  ほっとサロンみらい「ティータイムと Give & Take の会で楽しいひとときを」
 （妊婦さんも歓迎します）　共催：みらい子育てネット輪島

　　地域子育て支援室たんぽぽ（わじまミドリ保育園内）　☎ 23-1300
　　　◇開館日・時間：月～金　9:00 ～ 15:00

日　時 内　容

 10 月 11 日㊍ 10:00 ～ 11:00  「親子でスキンシップ・ヨガ＆ママへのワンポイント・メンテナンス」
 講師：加藤 美紀 氏（健康運動指導士）　＊要申込（10 月 10 日㊌締切、10 組まで）

　　もんぜん子育て支援ひろば（もんぜん児童館内）　☎ 42-3166

　　　◇開館日・時間：火～金　9:00 ～ 18:00、土・日　9:00 ～ 17:00

日　時 内　容
 毎週㊌・㊍・㊎ 9:00 ～ 12:00  育児サロン「お家で子育てしている方！遊びに来てください」
 10 月 12 日㊎ 9:30 ～ 11:30  パンダタイム「親子タッチケア」～ママのセルフヒーリング～
 11 月 2 日㊎ 10:30 ～ 11:00  親子体操　講師：田辺 明美 氏　

　　地域子育て支援ひろばめばえ（まちの保育園内）　☎ 32-1288
　　　◇開館日・時間：月・水・金　9:00 ～ 15:00

日　時 内　容
 毎週㊊・㊌・㊎ 9:00 ～ 15:00  めばえサロン「お気軽に遊びに来てください」

保育園（所）・認定こども園の開放日
施設名 日　時 内　容

まちの保育園  10 月 17 日㊌ 10:00 ～ 11:00  一緒にハロウィン飾りを作りましょう

松風台保育所  10 月 24 日㊌ 10:00 ～ 11:00  元気いっぱい！からだを使って
 いっしょにあそぼうね

かわい保育園  11 月 2 日㊎ 10:00 ～ 11:00  体を動かして遊ぼう ～ミニ運動会～

和光幼稚園・あいこう園  毎週月曜日 10:00 ～ 12:00
 10 月 15 日㊊ 10:30 ～ 11:30

 キッズルームを開放しています
 「みんなでつくっチャオ」

認定こども園 海の星幼稚園
ステラ★マーリスクラブ

（未就園児親子登園の会）

 10 月 6 日㊏ 9:00 ～  運動会に参加しましょう

 10 月 22 日㊊ 10:30 ～  ハロウィンパーティーをしましょうね

＊詳しくは各施設にお問い合わせください。
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　　輪島市児童センター　☎ 22-8031　◇開館日・時間　火～金　8:30 ～ 17:00、土・日　8:30 ～ 16:00

 日　時 内　容 対　象

 10 月 7 日㊐ 10:00 ～ 12:00  ニュースポーツを楽しもう！「カローリング」
 協力：もんぜんスポーツクラブ 小学生20名＊要申込

 10 月 20 日㊏ 10:00 ～ 11:30
 新！おしごとたいけん「輪島森林組合で働こう」
 ＊現地集合・現地解散となります
 ＊模擬通貨の " わん " は発生しません

小学生 6 名＊要申込

 10 月 20 日㊏ 10:00 ～ 11:00  将棋教室「将棋を楽しく学ぼう！」　講師：前田 忠之 氏　 小学生～高校生
＊初心者も OK です

 10 月 28 日㊐ 10:00 ～ 12:00  オセロ大会 小学生16名＊要申込
☆ハンドベルクラブ	 10 月 6 日㊏、20 日㊏　両日とも 10:00 ～　講師：正村 明江 氏　
☆手話であ・そ・ぼ	 10 月 20 日㊏ 14:00 ～

　　輪島市もんぜん児童館　☎ 42-3166　◇開館日・時間　火～金　9:00 ～ 18:00、土・日　9:00 ～ 17:00

日　時 内容・備考
 10 月 13 日㊏ 10:00 ～ 11:00  バドミントン大会　＊要申込（10 月 11 日㊍締切）

 10 月 18 日㊍
 ジュニアスポーツ教室　☆ 15:30 ～ 16:15　小学 1 年生～ 3 年生
 　　　　　　　　　　　☆ 16:15 ～ 17:00　小学 4 年生～ 6 年生
 共催：もんぜんスポーツクラブ

 10 月 20 日㊏ 10:00 ～ 12:00  パン作りに挑戦！　持ち物：エプロン、三角巾、手拭き
 ＊要申込（10 月 17 日㊌締切）

☆ダンスクラブ	 10 月 6 日㊏くろしま交流まつり 出演

県民手話講座　開催

輪島市戦没者慰霊式

　高齢者と障がい者の
さわやか運動会　

　平成 30 年度

　平成 30 年度

　市内の高齢者の方や障害者の方などが、地域や障
害の有無に関わらず競技を通じて交流します。保育
園児のアトラクションも予定しております。
　皆さまのご参加をお待ちしております。
■開催日時　10 月 19 日（金）10:00 ～ 15:00
■会　　場　一本松総合運動公園サン・アリーナ
■持  ち  物　内履き用シューズ（動きやすい服装で）
■主　　催　社会福祉法人 輪島市社会福祉協議会
■共　　催　輪島市、輪島市老人クラブ連合会、
　　　　　　輪島市身体障害者福祉協議会

　参加をご希望の方は下記までお問い合わせください。

問市社会福祉協議会　☎ 22-2219

　『石川県手話言語条例』施行に伴い、広く県民の皆さま
に手話を知っていただく機会として手話講座を開催しま
す。手話に興味をお持ちの方の参加をお待ちしております。
■住民向け
○開催日時　11 月 11 日（日）13:00 ～ 14:00
○会　　場　輪島市文化会館　301 会議室（小ホール）
○定　　員　100 名
■飲食店・宿泊業向け
○開催日時　12 月 4 日（火）14:00 ～ 15:00
○会　　場　奥能登行政センター　4 階 41・42 会議室
○定　　員　60 名
※�参加希望の方は、開催日の 2 週間前までにお申し込

みください。定員に達し次第受付を終了します。
問市福祉課　☎ 23-1161

■式典日時　10 月 11 日（木）10:00 開式
■式典会場　輪島市文化会館　301 会議室（小ホール）
　戦没者慰霊式を挙行し、在天の御霊に感謝の誠をささ
げたいと存じます。
　ご遺族の皆さま、戦没者にゆかりのある方におかれま
しては、ご参列いただきますようご案内いたします。

問市福祉課　☎ 23-1161
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第 3 次市立輪島病院

改革プランの点検・評価

○収益的収支 （単位 : 百万円）

区分 平成 29 年度
計画 実績

収
入

1. 医業収益 3,324 3,297
　料金収入 3,124 3,095
　その他 200 202
　　うち他会計負担金 60 59
2. 医業外収益 426 433
　他会計負担金・補助金 225 229
　国・県補助金 19 18
　その他 182 186
経常収益	 (A) 3,750 3,730

支
出

1. 医業費用 3,479 3,306
　職員給与費 1,920 1,806
　材料費 639 620
　経費 679 646
　減価償却費 225 225
　その他 16 9
2. 医業外費用 243 230
　支払利息 114 114
　その他 129 116
経常費用	 (B) 3,722 3,536

経常損益　(A) － (B)	 (C) 28 194

特
別
損
益

特別利益	 (D) 82 83

特別損失	 (E) 0 0

特別損益　(D) － (E)	 (F) 82 83
純損益　(C) ＋ (F) 110 227

■収支計画・実績
○資本的収支 （単位：百万円）

区分 平成 29 年度
計画 実績

収
入

1. 企業債 115 95
2. 他会計出資金 0 0
3. 他会計負担金 299 299
4. 他会計借入金 0 0
5. 他会計補助金 0 0
6. 国・県補助金 0 0
7. その他 0 1
収入計	 (a) 414 395
　うち翌年度繰越	 (b) 0 0
前年度許可債	 (c) 0 0
純計　(a) － ((b) ＋ (c))	(A)’ 414 395

支
出

1. 建設改良費 125 104
2. 企業債償還金 460 460
3. 他会計長期借入金返還金 0 0
4. その他 0 3
支出計	 (B)’ 585 567

差引不足額　(B)’ － (A)’ 171 172

■医療機能および経営指標に係る数値目標・実績

指標 平成 29 年度 達成
状況計画 実績

救急患者受入拒否率 0% 0.9% ×
能登北部医療圏外からの紹介患者数 560 名 540 名 △
訪問看護件数 1,750 件 1,595 件 ×
患者からの信頼度・
サービス満足度

入院患者 90% 97.2% ○
外来患者 80% 86.9% ○

収支改善
経常収支比率 101% 105.5% ○
医業収支比率 96% 99.7% ○
職員給与費比率 58% 54.8% ○

経費削減 後発医薬品比率 78% 86.6% ○

収入確保 病床利用率 81% 80.5% △
平均在院日数 18 日 16.5 日 ×

経常安定性 医師数 21 名 19 名 ×

【用語解説】

○救急患者受入拒否率

　救急患者受入拒否件数

  ÷  救急患者の受入要請件数  × 100

○経常収支比率　※ 100 以上が望ましい

　経常収益  ÷  経常費用  × 100

○医業収支比率　※ 100 以上が望ましい

　医業収益  ÷  医業費用  × 100

○職員給与費比率　※ 40% ～ 50% が望ましい

　職員給与費  ÷  医業収益  × 100　　

○後発医薬品比率

　後発医薬品の使用数量

　÷（後発医薬品のある先発医薬品の使用数量

＋  後発医薬品の使用数量）× 100 

○病床利用率

　年間在院患者延数  ÷  年間延病床数  × 100

○平均在院日数

　年間在院患者延数  ÷（年間新入院患者数

＋  年間退院患者数）÷ 2

※　○：目標達成値が 100% 以上の場合、△：目標達成値が 95% 以上 100% 未満の場合、×：目標達成値が 95% 未満の場合

　総務省の「新公立病院改革ガイドライン」および石川県の「地域医療構想」に基づき、地域に必要な医療を安定
的かつ継続的に提供していくため、持続可能な病院経営を目指し、平成 29 年 3 月に「第 3 次市立輪島病院改革プ
ラン」（計画期間：平成 29 年～平成 32 年）を策定し病院改革に取り組んでいます。
　平成 29 年度の数値目標に対する実績報告および市立輪島病院運営協議会による評価を公表します。

CHECK !!■ 10 月の糖尿病教室カレンダー
10 日㊌ フットケア 糖尿病からくる足の病気について 看護師

17 日㊌ 食事 自分の食事を見直してみましょう 管理栄養士
口腔ケア 糖尿病と歯周病について 歯科衛生士

24 日㊌ 運動 運動を始めてみませんか？ 理学療法士
薬物 糖尿病と薬について 薬剤師

11/7 ㊌ 検査 糖尿病と検査について 臨床検査技師
医療 糖尿病と合併症について 医師

※毎週水曜日 14:30 より、1 階正面玄関横で開催中。
※参加費は無料。申込不要です。
※当院に受診されていない方でも参加できます。
※都合により変更になる場合があります。
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経営の効率化について
○経営指標にかかる数値目標について
　経常収支比率、医業収支比率は、病院の経営状況を判断する上で重要な数値であるが、今年度は、特に経常収支
比率が目標数値を大きく上回っており評価できる。公立病院の役割である救急医療などの不採算な医療を担いなが
ら、医業活動から生じる医業費用を医業収益によって賄うということは難しいことであると考えるが、その役割を
継続的に担っていくためには、安定した経営が必要不可欠であると考えるので、医業収支比率を維持または 100％
を超えることができるよう、さらに収益確保、経費削減に努められたい。
○医療機能等指標に係る数値目標について
　救急患者の受け入れについては、すでに救急患者の対応中に、別の患者搬送依頼を受け、やむを得ず受け入れで
きない場合があったが、市内唯一の救急告示病院であるため、市民の安心した生活の維持に寄与すべく救急受入拒
否率 0% という目標数値の達成に向けて、引き続き取り組みへの強化を図られたい。能登北部医療圏外からの紹介
患者数については、目標数値をほぼ達成できており、能登北部医療圏外で治療した患者の受け入れを積極的に行い、
住み慣れた地域で最期まで生活できるよう支援する地域包括ケアという視点において、自治体病院としての役割を
果たしていると評価できる。一方、訪問看護件数は目標数値を達成できておらず、その要因としては、家族介護力
が低下している当市において在宅より医療機関への入院や施設への入所を希望する方の増加など患者や家族のニー
ズが変化していることが挙げられる。今後、市民のニーズを把握し、訪問看護における必要な体制を維持した上で、
目標数値の適正性を検討する必要があると考える。また、患者からの信頼度・サービス満足度については、入院患
者・外来患者ともに目標数値を達成できており、一定の成果があったものと評価できる。引き続き、市立輪島病院
の基本理念「心の通う医療サービスの提供」および看護理念「思いやりとコミュニケーション」を念頭に置きなが
ら市民に選ばれる病院を目指し、患者サービスの向上に努められたい。
○目標達成のための具体的な取り組みについて
　地域包括ケア病棟の導入について、平成 28 年 10 月に導入した後、効率的な病床運営に取り組んだ結果、利用
率の向上および入院収益の増収につながっており、今後も、市民のニーズにあった病床運営に努めながら、さらに
効率的な病床運営に努められたい。また、広報活動の強化では、院長等が公民館などに出向いてタウンミーティン
グを実施し、病院を取り巻く状況と医療の現状について説明した後、市民と直接意見交換を行い開かれた病院運営
に努めていることは望ましいと評価できる。職員の満足度の向上として、院内における会議数や委員数の削減を図
るなど職員の業務負担の軽減に努めており、今後も、効果的な取り組みを実施するにあたり、職員の働き方への配
慮、職員のモチベーションの向上が重要であると考えるため、ワークライフバランスなどに配慮した職場環境の整
備を図られたい。
まとめ
　公立病院を取り巻く環境は依然として厳しく、人口減少や少子高齢化に伴う医療ニーズが変化し医療提供体制の
再構築等の必要性が高まったことから、総務省は「新公立病院改革プラン」の策定を求めた。このことから、市立
輪島病院においても平成 29 年度から平成 32 年度を計画期間とした「第 3 次市立輪島病院改革プラン」を策定し
ており、平成 29 年度は当該計画の初年度にあたる。今後は、医療療養病床などを含め医療環境が著しく変化する
ことが予想される中、病院を取り巻く経営環境に十分留意し、さらに経営改善に努めていくことが必要であると考
える。今後も、当該プランに沿って、安定した経営を図ることにより、市民に身近な医療機関として､ また、救急
医療の提供など中核病院としての役割を担い、地域と連携しながら良質で安全な医療の提供が持続できるよう努め
られたい。

輪島市山岸町は 1 番 1 地
☎ 22-2222

市立輪島病院

■市立輪島病院運営協議会による評価（抜粋）

■ 10 月の糖尿病教室カレンダー
10 日㊌ フットケア 糖尿病からくる足の病気について 看護師

17 日㊌ 食事 自分の食事を見直してみましょう 管理栄養士
口腔ケア 糖尿病と歯周病について 歯科衛生士

24 日㊌ 運動 運動を始めてみませんか？ 理学療法士
薬物 糖尿病と薬について 薬剤師

11/7 ㊌ 検査 糖尿病と検査について 臨床検査技師
医療 糖尿病と合併症について 医師

※毎週水曜日 14:30 より、1 階正面玄関横で開催中。
※参加費は無料。申込不要です。
※当院に受診されていない方でも参加できます。
※都合により変更になる場合があります。
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『がん検診』のお知らせ加入する健康保険に関係なく、
輪島市民の皆さまが対象です。

　今年度の集団検診をうっかり受け忘れた方や、なかなか日程が合わなかった方は、この機会にぜひ受診してく
ださい。

■骨粗しょう症とは？
　�骨の量（骨密度）が減り、全身の骨がもろくなることで骨折しやすくなる病気です。骨粗しょう症による骨折

は “ 寝たきり ” の原因となる場合もあります。

■骨粗しょう症検診について
　輪島市では骨粗しょう症検診を集団がん検診と併せて実施しています。
　�骨粗しょう症は自覚症状が現れにくいため、定期的に検査を受けましょう。自分の骨

の状態を知ることで、骨粗しょう症の早期発見や予防に役立てることができます。

☆検診日程
　○日　時　10 月 26 日（金）13:00 ～ 14:00（受付時間）
　○会　場　ふれあい健康センター

問市健康推進課　☎ 23-1136

☆個別検診について
　指定の医療機関で受診する個別がん（乳・子宮頸・大腸がん）検診は、10 月 31 日（水）まで受診できます。
※�市立輪島病院の乳 ･ 子宮頸がんに限り、12 月 28 日（金）まで受診が可能です。詳細は下記までお問い合わせ

ください。

問市健康推進課　☎ 23-1136

○予約不要
　当日受付した順番で検査します。
○料金について

○無料クーポン券をお持ちの方（今年度に 40・50・60 歳を迎える方に郵送しています。）
　忘れずこの機会にぜひご利用ください。紛失された場合は再発行が可能です。

がん検診の種類 料　金 注意事項 対象年齢

胃がん 1,000 円
検査前日の 21:00 ～検査終了まで
飲食・喫煙は控えてください。

今年度で 40 歳以上の方大腸がん 500 円 検便検査（2日分）をします。

肺がん 無料（喀
かくたん

痰検査は 500 円） ネックレス等は外して撮影します。

乳がん 1,000 円 マンモグラフィ検査のみです。　
子宮頸がん 1,000 円 生理中は受診できません。 今年度で 20 歳以上の方

※大腸がん検診を希望される場合は、事前に健康推進課までご連絡ください。検便容器を郵送します。
　（検診当日に持ち帰り、後日提出することも可能です。）

月　日 受付時間 検診項目 検診会場

10 月 26 日（金）
8:30 ～ 10:00 胃・大腸・肺がん検診、特定健診、肝炎検診

ふれあい健康センター
13:00 ～ 14:00

乳・子宮頸・肺がん検診、特定健診、  肝炎検診、
骨粗しょう症検診

守ろう　大切な命！　受けよう　がん検診！

10 月 20 日は『世界骨粗しょう症デー』
～骨粗しょう症による骨折を、今から骨

コ ツ コ ツ

々予防しましょう！～
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10健康カレンダー
健康づくり

キャラクター

”カモっぴ”です

毎月 19 日は食育の日

食育キャラクター
さざぼう＆ふたまちゃん

おいしいね

家族と食べよう

輪島のご飯

ご存じですか？

輪島市子宝支援事業

不妊症、不育症のためにお子さん
に恵まれないご夫婦に対して、治
療に係る費用の一部を助成してい
ます。対象年齢や申請期限、助成
額など、申請にあたっては一度ご
相談ください。
■相談窓口
　健康推進課　☎ 23-1136

こころの健康相談

◇医師による相談
　12 日（金）、19 日（金）
　14:00 ～ 16:00
 ※前日の午前中までに要予約
◇保健師や相談員による相談
　月～金曜日 8:30 ～ 17:45
■相談窓口
　能登北部保健福祉センター
　☎ 22-2011

門前診療所　眼科診療

◇月・水	 8:30 ～ 11:30
◇木	 13:00 ～ 15:00

こころと体の健康ダイヤル

困ったときはご相談ください。あ
なたは決して一人ではありません。
あなたのために時間を取りたいの
で予約してください。
■相談窓口
　健康推進課　☎ 23-1179

健康相談

血圧測定と尿検査ができます。
■相談窓口
　健康推進課　☎ 23-1136

月

輪島病院　禁煙外来

◇月・火・木	 15:30 ～（予約制）
■予約先
　産婦人科外来　☎ 23-0610

☆持ち物
　・母子手帳
　・すこやか手帳
　・問診票など

☆ 3歳児健診の視力・聴力検査は、必ず家で行いましょう。

☆ 3歳児健診は、会場でおしっこ検査があります。

※乳幼児健診

4か月児健診 1歳 6か月児健診 3歳児健診
10 月

（対象者）
18 日（平成 30 年 6 月生）25 日（平成 29 年 4 月生）11 日（平成 27 年 7 月生）

11 月
（対象者）

15 日（平成 30 年 7 月生）22 日（平成 29 年 5 月生） 8日（平成 27 年 8 月生）

◎乳幼児健康カレンダー
内　容 日 曜日 時　間 場　所

乳幼児健康相談
2 火 10:00 ～ 11:00 もんぜん児童館
17 水 10:00 ～ 11:30 ふれあい健康センター

すくすく広場（2か月ごろ）
（平成 30 年 8 月生）

16 火
受付

13:50 ～ 14:10
ふれあい健康センター

2階　子育て支援センター

乳幼児健診
※個人通知はしていません。

※

下表
木 受付

13:00 ～ 13:30
ふれあい健康センター

1階　検診ホール

「子育てって大変！」　「毎日疲れる…」　「イライラする !」

育児に心配や不安はつきものです。一緒に話して気分を楽にしませんか？

育児中の方ならどなたでも参加ＯＫです！

　日　時：10月 2日（火）13:30 ～ 15:00

11 月 6日（火）13:30 ～ 15:00

　会　場：ふれあい健康センター　1階診察室

※託児が必要な方は事前にご連絡ください。

お母さんのための癒
いや

しのサロンのご案内

マタニティ・イクメン教室のご案内
赤ちゃんを迎える準備として、ご家族とともに参加してみませんか？

1クール 4回、年 3クール開催しています。1回のみの参加もＯＫです♪

■マタニティ・イクメン教室

☆内容①：助産師さんのおはなし

　日　時：10 月 13 日（土）10:00 ～ 11:30

　持ち物：母子手帳　

☆内容②：マタニティクッキング

　日　時：10 月 23 日（火）10:00 ～ 13:00

　持ち物：母子手帳、エプロン、タオル

※前日までにご予約ください。

健康推進課　☎ 23 － 1136
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子どものインフルエンザ予防接種費用助成11 月からスタート‼

■対象となる方

　① 1 歳（平成 30 年 12 月 31 日時点）～小学 6 年生の方
　　（平成 18 年 4 月 2 日～平成 29 年 12 月 31 日生まれの方）
　②中学生の方
　　（平成 15 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月 1 日生まれの方）

■対象となる方

　�輪島市に住民票があり意思確認ができる方で、次の
いずれかにあてはまる方

　①接種当日時点において、満 65 歳以上の方
　②�接種当日時点において、60 歳以上 65 歳未満の方

で、心臓・腎臓・呼吸器の機能の障害により日常
生活活動が極度に制限される方

■接種期間

　平成 30 年 11 月 1 日（木）～平成 31 年 1 月 31 日（木）
■接種料金

　�1,500 円（生活保護を受給されている方は無料）

■接種方法

　①下表の指定医療機関に事前予約する。
　②医療機関窓口で予診票を記入し、接種を受ける。
■接種に関する注意事項

　○予診票は各医療機関の窓口に設置しております。
　○�やむを得ず、下表の指定医療機関以外で接種を希

望する場合は、お手続きが必要となります。接種
予定日の 1 週間前までに健康推進課までご連絡
ください。

市　町 医療機関名 電話番号

輪島市

粟倉医院 ☎ 32-0018

伊藤医院 ☎ 22-2313

嘉門内科クリニック ☎ 22-6776

定梶医院 ☎ 45-1351

たくだ皮膚科クリニック ☎ 23-4335

永井医院 ☎ 22-0032

舩木クリニック ☎ 23-0866

宮下医院 ☎ 26-1311

山岸医院 ☎ 42-1565

大和医院 ☎ 43-1323

輪島診療所 ☎ 23-8686

市立輪島病院 ☎ 22-2222

穴水町

尾張循環器糖尿病

内科クリニック
☎ 0768-52-1515

北川内科クリニック ☎ 0768-52-3555

恵寿鳩ヶ丘クリニック ☎ 0768-52-3335

まるおかクリニック ☎ 0768-52-8228

公立穴水総合病院 ☎ 0768-52-0511

市　町 医療機関名 電話番号

能登町

生垣医院 ☎ 0768-76-0001

千間内科クリニック ☎ 0768-62-1001

はしもとクリニック ☎ 0768-62-8300

升谷医院 ☎ 0768-72-1151

小木クリニック ☎ 0768-74-1711

持木メディカルクリニック ☎ 0768-62-1210

柳田温泉病院 ☎ 0768-76-1223

公立宇出津総合病院 ☎ 0768-62-1311

珠洲市

あいずみクリニック ☎ 0768-82-0002

小西医院 ☎ 0768-82-6800

田中クリニック ☎ 0768-82-0500

なかたに医院 ☎ 0768-82-8333

みちした内科クリニック ☎ 0768-82-0877

珠洲市総合病院 ☎ 0768-82-1181

■接種期間

　平成 30 年 11 月 1 日（木）～平成 31 年 3 月 30 日（土）（医療機関の診療時間内）
■助成券について

　10 月中に対象者の方に郵送します。
■接種できる病院について

　助成券と同封する助成についてのご案内をご確認ください。

問市健康推進課　☎ 23-1136

■助成金額

　① 1 歳～小学 6 年生の方の場合
　　１人につき 2,000 円  × 2 回
　②中学生の方の場合
　　１人につき 2,000 円  × 1 回

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

問市健康推進課　☎ 23-1136
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“元気”がなにより 第 127回

■『お口の寝たきり』を予防しましょう

　このような人は『お口の寝たきり』に要注意!～チェック ✓してみましょう～

　普段から「歯が悪いからといって軟らかいものばかり食べる」、「外に出ることが面倒で人と話すこ

とがほとんどない」といった傾向がある方はいませんか？このような行動を続けると、口腔機能はど

んどん衰えてしまいます。その結果、『お口の寝たきり』になってしまい、「食事を楽しむことができ

ない」、「栄養が十分に摂取できないから体の機能低下が進む」といったように、生活のあらゆる場面

で支障が出るため、予防が大切になります。

　日時　10月 9日（火）9:30 ～ 11:30 　会場　門前保健センター　本館

☆認知症サポーターとは？
　�認知症について正しく理解し、もし身近に認知症の方がいたときにそっと見守り、手助けをする応

援者です。特別な資格は必要ありません。ぜひご参加ください。

②口腔体操

　�舌やくちびる、ほお、のどの筋肉を鍛え、口腔機能や飲み込む機能の維持・向上をはかりましょう。

例えば、食前に行う「パタカラ体操」があります。

③歯科受診

　�早期発見、早期治療のために、少なくとも 1年に 1～ 2回は定期受診しましょう。

　気軽に相談に乗ってもらい、指導を受けられる "かかりつけ歯科医 "をもちましょう。

■認知症サポーター養成講座を開催します　※予約不要です

　□硬いものを食べない □入れ歯が合わない □よくむせる

　□虫歯を放置したままにしている 　□人と話す機会がない

予防方法

①お口の手入れ

　☆毎食後必ず歯磨きする

　　�歯ブラシや歯間ブラシ、デンタルフロス（歯と歯の間を掃除する糸）などを使って、

　　丁寧に磨きましょう。少なくとも 1日 1回は歯をきれいにしましょう。

　☆入れ歯を外して磨く

　　入れ歯を装着したまま磨くのではなく、外して磨きましょう。

　☆舌の清掃をする

　　時々、舌清掃用のブラシを使い、舌の上についた白い汚れを除去しましょう。

　　口臭予防にも効果的です。

 ① 『パ、 パ、 パ、 パ !』 
 くちびるを閉じてしっかりと発音します。

 ③ 『カ、 カ、 カ、 カ !』 
 のどの奥に力を入れて発音します。

 ② 『タ、 タ、 タ、 タ !』 
 舌を上あごにくっつけて発音します。

≪輪島市での活動の様子≫
　お問い合わせ・ご相談はお近くの地域包括支援センターまで

輪島市地域包括支援センター（ふれあい健康センター内）　　・・・　☎２３ー１１７４
門前支所（門前総合支所内）　　・・・・・・・・・・・・・・・・　☎４２ー９９１８
東部支所（町野支所内）　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　☎３２ー１８３８

 ④ 『ラ、 ラ、 ラ、 ラ !』 
 舌を丸めて舌先を前歯の裏につけて発音します。

19



輪島警察署　　　　　☎ 22-0110 
輪島穴水防犯協会　　☎ 23-0510地域安全ニュース 2018.10

輪島警察署管内　交通事故発生状況

H30年8月 （前年同月比） H30 年
（1 ～ 8 月）（前年同期比）

人身事故 5 件（＋   2件） 26 件（＋        4件）
死者 0 人（±   0人） 0 人（±        0人）
負傷者 7 人（＋   1人） 34 人（＋  10人）

物損事故 55 件（＋   5件） 442 件（＋  55件）

■『みんなでつくろう　安心のまち』

平成 30 年 全国地域安全運動期間（10 月 11 日～ 20 日）

■輪島署管内刑法犯認知・検挙件数（平成 30 年 1 月～ 7月）

☆窃盗被害が多く認知されていますが、いずれも被害時の無施錠率が高くなっています。
☆鍵かけは犯罪を減らす近道であり、自分でできる最も簡単な防犯です !!

　子どもと女性の
犯罪被害防止　

一人歩き、安全対策を十分に

　車上狙い、
タイヤ盗の防止　

特殊詐欺の被害防止

電話でお金の話は
詐欺を疑いましょう

自転車盗の防止

　住宅を対象とした
侵入犯罪の防止　

知らない人には声かけを
外出時には鍵かけを

　この機会に、各種犯罪の被害

防止について家族で話し合い、

安全安心な暮らしについて考え

てみましょう !!

凶悪・粗暴・風俗犯 窃盗 知能犯 その他

刑法犯認知　45 件 6 件 31 件
うち侵入盗　　　　 2 件

3 件 5 件
うち非侵入盗　　　29 件

検挙　　　　19 件 5 件 12 件
うち侵入盗　　　　 0 件

2 件 0 件
うち非侵入盗　　　12 件

　防犯に効果があるとされるのは

『地域の目』 です。 知らない人がい

たら、 のぞき込んだり声をかけたり

する 『おせっかいな住民の視線』 は、

最も効果のある防犯装置です。

月 火 水 木 金 土
小学校中学年

算　数 外国語活動 小学校高学年
算　数

中学校
英　語

中学校
数　学

前半：小学生　後半：中学生
再放送

10 月 1 日 10 月 2 日 10 月 3 日 10 月 4 日 10 月 5 日 10 月 6 日
20:00 ～ 20:20 3 年 さつまいも畑とおいもパーティ Greetings（挨拶） 5 年 面積を 2 等分して考える 1 年 複数形 1 年 空間図形（体積） 4 年 活用問題
20:20 ～ 20:40 4 年 平行四辺形の性質 Colors（色） 6 年 比を使って考えよう 2 年 be 動詞と一般動詞 2 年 平行四辺形になるための条件 2 年 be 動詞と一般動詞

10 月 8 日 10 月 9 日 10 月 10 日 10 月 11 日 10 月 12 日 10 月 13 日
20:00 ～ 20:20 3 年 時こくと時間を求める ライト、レフトの言い方 5 年 割合や単位量あたりの大きさ 1 年 疑問詞 1 年 空間図形（回転体） ライト、レフトの言い方
20:20 ～ 20:40 4 年 活用問題 天気の言い方 6 年 決まりを見つけよう 2 年 最上級 2 年 確率 1 年 空間図形（体積）

10 月 15 日 10 月 16 日 10 月 17 日 10 月 18 日 10 月 19 日 10 月 20 日
20:00 ～ 20:20 3 年 カレンダーを使った数遊び Welcome to Wajima! 5 年 面積を 2 等分して考える 1 年 複数形 1 年 空間図形（体積） 3 年 カレンダーを使った数遊び
20:20 ～ 20:40 4 年 およその数 Wajima is wonderful. 6 年 比を使って考えよう 2 年 be 動詞と一般動詞 2 年 平行四辺形になるための条件 2 年 最上級

10 月 22 日 10 月 23 日 10 月 24 日 10 月 25 日 10 月 26 日 10 月 27 日
20:00 ～ 20:20 3 年 さつまいも畑とおいもパーティ Greetings（挨拶） 5 年 割合や単位量あたりの大きさ 1 年 疑問詞 1 年 空間図形（回転体） 6 年 比を使って考えよう
20:20 ～ 20:40 4 年 平行四辺形の性質 Colors（色） 6 年 決まりを見つけよう 2 年 最上級 2 年 確率 1 年 空間図形（回転体）

10 月 29 日 10 月 30 日 10 月 31 日
20:00 ～ 20:20 3 年 時こくと時間を求める ライト、レフトの言い方 5 年 面積を 2 等分して考える
20:20 ～ 20:40 4 年 活用問題 天気の言い方 6 年 比を使って考えよう

わじまっ子テレビ塾 今月の放送予定
ケーブルテレビ

「9」チャンネル‼

◆学年をこえて何度も見れば学習効果が上がります

◆「オール輪島」で「わじまっ子」を育てましょう！
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ちょっと
寄ってみんけ？
法律相談室

連載コラム

82人目

●後見制度のご紹介

　皆さまいかがお過ごしでしょうか。
　今回は 『後見』 という制度についてお話し
いたします。
　この 『後見』 という制度、 実は今話題の認
知症とも深く関わっているのです。
　今の時代、 認知症はもはや他人事ではあり
ません。 若い方では、 40 代 ・ 50 代から認
知症を患う場合もあるようです。
　自身の記憶や判断能力に自信がなくなった
とき、 自分の持っているお金や財産をどう管
理するかは心配ですよね。 そこで『後見制度』
が役に立つのです。
　後見が開始されることによって、 その方には
後見人がつきます。 この後見人という人は、
裁判所が選んだ公正な立場の人であり、 裁
判所の監督のもとで財産管理を代わりに行っ
てくれます。
　ここでは、 例として認知症の場合を取り上げ
ましたが、 後見制度の適用は認知症の方に
限りません。 物事を判断する能力が失われた
方であれば、 その原因に関係なく、 後見制
度の対象となります。
　財産の管理をしっかりしておくことは、 法的ト
ラブルの防止にもつながります。 大切な財産
を守っていくために有用な制度だと思われます
ので、 場合によってはこのような制度の利用
も考えてみてはいかがでしょうか。

★輪島ひまわり基金法律事務所

輪島市河井町 3 部 201 番地 1
金沢弁護士会所属　弁護士　石井 翔大

☎ 23-1545　　平日　9:30 ～ 17:00
（時間外・休日のご相談はお問い合わせください）

輪島消防署だより
輪島消防署　　☎ 22-0327
門前分署　　　☎ 42-0649
町野分署　　　☎ 32-0119

輪島市消防表彰　市長感謝状贈呈式

ドクターヘリが 9 月 24 日より運航しています

　消防本部からのお願い

　8 月 31 日（金）、市役所において、輪島市消防団幹部（分団長以上
の階級にあるもの）として 10 年以上在籍し退団された中山勝前団長
に対して、梶文秋市長より感謝状が贈られました。

　ドクターヘリとは、救急医療に必要な機器および医薬品を装備し、
医師や看護師等が同乗し救急現場等へ向かい、救急現場等から医療機
関に搬送するまでの間、患者に救命医療を行うことのできる専用のヘ
リコプターです。

　ランデブーポイントとは、ドクターヘリと救急隊が合流し、救急患
者を引き継ぐ場所のことです。
　ドクターヘリの医師が速やかに傷病者に接触するためには、広い場
所でのランデブーポイントの確保が重要になります。競技場やグラウ
ンドなどドクターヘリの離発着に際して、一時的に移動（退却）をお
願いする場合がありますので、ご理解とご協力をお願いします。

問奥能登広域圏事務組合消防本部　警防課　☎ 23-0119

▲感謝状を贈られた中山勝前消防団長（写真㊧）

救急現場

ドクターヘリ
出動要請

ランデブーポイント

近隣の救急病院

三次救急病院等石川県立中央病院

傷病者搬送
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 “ 世界で唯一の漆芸専門美術館 ”

石川県輪島漆芸美術館 ☎ 22-9788
http://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/

  開館時間 9:00 ～ 17:00  ★入館は閉館の 30 分前まで　10 月の休館日：なし
  入館料 ：一般 620 円、高校生・大学生 310 円、小中学生 150 円　※市内の小中学生、高校生は入館無料
  ※常時開催「輪島塗の歴史と文化」

11 月 5 日（月）まで開催中！
没後 1 周年追悼展「文化功労者　三谷吾一の世界

－時代を画す沈金加飾の探究者－」
日本芸術院会員就任、文化功
労者顕彰を経てなお、進化を
続けた沈金作品の数々をご
覧いただきます。
年を追うごとにより鮮やか
となった三谷氏の表現の世
界をご堪能ください。

第 3 回漆文化セミナー
「文化功労者 三谷吾一 氏の足跡を振り返る」

日　時　10 月 28 日（日）13:30 ～ 15:00
講　師　三谷 慎 氏（彫刻作家）
　　　　角 康二 氏（沈金作家・日展会員）
　　　　細川英邦 氏　輪島市産業部漆器商工課

漆器産業振興室次長
会　場　講義室　※受講無料・予約不要

石川県輪島漆芸美術館友の会主催
「大西貴浩 美しき日本のうた」コンサート　

日　時　10 月 7 日（日）14:00 ～ 15:00
出　演　大西貴浩 氏（テノール）
　　　　仲谷美千代 氏（ピアノ）
会　場　エントランスホール　※入場無料

アート＆ポエムコンクール 2018 作品展
市内小学生が夏休みに美術館で好きな作品を選び、
感じたことを詩や絵に表現しました。
応募作品を展示します。
会　期　10 月 8 日（月 ･ 祝）まで
会　場　エントランスホール　※入場無料

「新！おしごとたいけん」
お気に入りの作品を紹介しよう
会　期　10 月 9 日（火）～ 16 日（火）
会　場　エントランスホール　※入場無料

第 17 回 MOA 美術館輪島児童作品展
会　期　10 月 13 日（土）～ 16 日（火）
　　　　9:00 ～ 17:00（最終日は 15:00 まで）
会　場　講義室　※入場無料

能登 Classic Car fest Spin off
期　日　10 月 19 日（金）
会　場　エントランスホールおよび当館前広場
　　　　※入場無料
主　催　能登 CLASSIC CAR FEST 実行委員会
　○能登くら LIVE「落合みつを全国ツアー繋ぐもの」
　　開　場　17:00　開　演 18:00
同時開催
　○能登くら Collection 2018（車両展示 英国 SPORTS CAR）

体験型講座 参加者募集中！
「匠が手ほどき　平蒔絵＆高蒔絵に挑戦！」

日　時　10 月 20 日（土）、10 月 27 日（土）
　　　　11 月 17 日（土）、11 月 24 日（土）

【全 4 回】　　　
　　　　時間は各日とも 13:30 ～ 16:30
会　場　講義室
講　師　輪島蒔絵業組合員
参加費　5,000 円（4 回分）
定　員　中学生以上 15 名　※要予約
※ 10 月 10 日（水）までに、
　お電話にてお申し込みください。（☎ 22-9788）

無料開放のお知らせ 

「いしかわ文化の日」特別無料開放
期　日　10 月 21 日（日）

「いしかわ文化の日」に伴い、入館料が無料になり
ます。
市民文化祭「あいの風」協賛特別無料開放
期　日　11 月 3 日（土 ･ 祝）・4 日（日）
輪島市民文化祭「あいの風」に協賛し、入館料が
無料になります。

《黄昏》　三谷吾一
2015年改組新第2回日展

2018年　高学年の部　金賞
谷内穂ノ佳（鳳至小学校6年）

（　　　　　　　　　　）

■会期日程
　10 月 13 日（土）～ 16 日（火）9:30 ～ 16:30
※最終 16 日（火）につきましては 15:00 まで
■展示会場
　石川県輪島漆芸美術館　講義室
■表彰式
　10 月 13 日（土）
　13:00 ～　講義室前にて受付
　13:30 ～　エントランスホールでミニコンサート
　14:00 ～　表彰式

■表彰予定者数
　�ＭＯＡ美術館奨励賞、輪島市長賞、輪島市議会議長賞、
　輪島市教育長賞、石川県輪島漆芸美術館館長賞、
　ＭＯＡ議員連盟賞、北國新聞社社長賞、審査員特別賞

　各 1 名
　金賞 1 名、銀賞 3 名、銅賞 5 名、佳作 10 名
※ �13 日（土）表彰式終了後、イベントを予定してお

ります。ぜひご参加ください。（内容未定）

問ＭＯＡ輪島店　☎ 22-9140

～市内小学校から応募のあった作品を全て展示します～

第 17 回 ＭＯＡ美術館 輪島児童作品展
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秋の味覚と「能登牛」肉まつり in 能登町
日　時　10 月 14 日（日）9:30 ～ 14:00
場　所　柳田植物公園
　きのこをはじめとした秋の味覚に「能登牛」
など、食のテナント勢ぞろい。全国たこ揚げ
能登大会も同日開催。ぜひご来場ください。

問ふるさと振興課　☎ 62-8532

能登町

珠洲焼まつり
日　時　10 月 6 日（土）～ 7 日（日）
　　　　10:00 ～ 17:00
　　　　10 月 8 日（月・祝）
　　　　10:00 ～ 16:00
場　所　ラポルトすず
　珠洲焼の販売や、電動ろくろ体験など素朴
で力強い珠洲焼の魅力に触れられる 2 日間
です。皆さんぜひお越しください。

問珠洲焼創炎会　☎ 82-1115

珠洲市

穴水まいもんまつり “ 秋の陣 ”　牛まつり
期　間　10 月 1 日（月）～ 31 日（水）
　「しゃぶしゃぶ」や「ステーキ」など、牛
肉のフルコースを町内 11 の店舗でご堪能で
きます。
　詳しくは、穴水町公式ホームページをご覧
ください。

問観光物産協会　☎ 52-3790

穴水町

市民ギャラリー 10 月

のと里山空港 10 月のイベント
7 日（日）

　�☆のと里山空港『空の日』フェスタ
　　�“ のと里山空港往復航空機利用券 ” があたるじゃんけん大会、“ ま

いもん市 ” にフリマ、フライトシミュレーター、のと里山空港バス
ツアー、よさこい演舞～空の陣～など内容盛りだくさんのイベント
です。詳しくはポスターやチラシ、ホームページをご覧ください！

URL   https://www.noto-airport.jp/info/

14 日（日）10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
　☆のっぴーグラスづくり
　　10 月のデザイン “ のっぴーのハロウィン ”
28 日（日）15:00 ～
　☆おらが故郷 お国自慢
　　～ 冨木神幸太鼓 “ 煌 ” による太鼓の演奏 ～
　　場所：のと里山空港　2 階ロビー
　　協力：志賀町

　問のと里山空港賑わい創出実行委員会　　　
　（奥能登総合事務所企画振興課）　☎ 26-2303

○「いろは蔵選抜」展　－　水墨・書・切り絵・文芸　－
	 期間：10月 6日（土）まで
○「いろは蔵写真」展	 期間：10月 8日（土）～27日（土）
○「山口順子水彩画」展	 期間：10月29日（月）～11月17日（土）

　『ハロウィンジャンボ』と
『ハロウィンジャンボミニ』
が、全国で 2 種類同時販売
されております。
　この宝くじの収益金は、市
町村の明るいまちづくりや環
境対策、高齢化対策など地域
住民の福祉向上のために使わ
れます。
■販売期間
　10 月 23 日（火）まで
■抽せん日
　10 月 30 日（火）
■支払開始日
　11 月 5 日（月）から
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作品『ライフライン』
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小
づ
ち
と
笠か

さ

の
形
を
し
た
杯
が
1
個
ず
つ

乗
せ
ら
れ
、
サ
イ
コ
ロ
も
付
属
し
て
い
る
。

元
来
、
輪
島
市
稲
舟
町
の
十と

む
ら
や
く

村
役
を
務
め
た

笠
原
家
に
あ
っ
た
も
の
が
角
海
家
に
伝
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

舟
形
の
酒
器
の
外
側
に
施
さ
れ
て
い
る
緑

漆
塗
は
非
常
に
独
特
な
も
の
で
、
こ
の
緑
色

は
現
代
の
技
術
で
も
発
色
が
難
し
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
帆
や
俵
な
ど
の
沈
金
も

精
巧
優
美
な
輪
島
塗
の
酒
器
で
あ
る
。

　

こ
の
酒
器

は
、
北
前
船

の
船
主
で

あ
っ
た
角
海

家
の
宴
席
な

ど
で
遊
び
道

具
と
し
て
使

用
さ
れ
た
珍

し
い
酒
器
で

あ
る
。

輪島塗を愉しむ　ふだん使いのすすめ
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古
代
米
の
稲
穂
で
表
現

古
代
米
ア
ー
ト
田
ん
ぼ
鑑
賞
会

　

市
立
町
野
小
学
校
の
5
、
6
年
生
13
名
が
町
野
町
川
西

の
平
成
橋
近
く
の
水
田
に
稲
穂
で
絵
や
文
字
を
表
現
し
た

『
古
代
米
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
』
が
見
頃
を
迎
え
、
9
月
4
日

（
火
）
に
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
『
の
と
』

と
書
か
れ
た
キ
リ
コ
と
、
能
登
立
国
１
３
０
０
年
に
ち
な

ん
だ
『
１
３
０
０
』
の
数
字
が
、
黄
金
色
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
中
に
緑
と
赤
の
古
代
米
で
浮
か
び
上
が
っ
た
光
景
を
見

て
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
今
月
中
旬
に
は
児
童
た

ち
が
稲
刈
り
を
す
る
予
定
で
す
。

▲キリコの絵と『1300』の数字が浮かび上がった田んぼアート
※写真（右上）は児童たちがデザインした案

輪島塗を愉しむ　ふだん使いのすすめ
　

第
6
回

『
漆
の
色　

い
ろ
い
ろ
』

　

輪
島
塗
の
色
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
も

の
を
あ
げ
て
み
る
と
…

○
黒　
　
　

�

漆
黒
な
ど
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
漆
の
黒
は
最
高
の

黒
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
赤あ
か
く
ち口　
　

�

一
般
的
に
赤
と
呼
ば
れ
る
色
。
あ
で
や
か
な
印
象
で
祝

い
事
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
洗あ

ら
い
し
ゅ朱　

　

�

黄
色
味
の
強
い
朱
色
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
で
、
赤
口
に
比

べ
て
優
し
い
感
じ
で
す
。

○
淡あ
わ
く
ち口　

　

�

赤
口
と
洗
朱
の
中
間
。
印
象
も
あ
で
や
か
で
優
し
さ
を

感
じ
ま
す
。

○
本ほ
ん
し
ゅ朱　

　

�

や
や
黒
っ
ぽ
い
赤
。
赤
口
と
比
べ
て
重
厚
感
が
あ
り
、

格
式
の
高
さ
を
表
現
し
ま
す
。

○
紅べ
ん
が
ら柄　
　

�

茶
色
に
近
い
朱
。
紅
柄
漆
の
塗
膜
の
強
さ
に
は
定
評
が

あ
り
ま
す
。

○
う
る
み　

�

漆
に
少
量
の
赤
口
の
顔
料
を
加
え
た
り
、
赤
口
漆
に
黒

色
を
加
え
た
こ
と
で
黒
味
を
帯
び
た
朱
色
の
総
称
。
派

手
さ
を
お
さ
え
た
気
品
の
あ
る
朱
色
で
す
。

　

ほ
か
に
も
近
年
開
発
さ
れ
た
パ
ー
ル
漆
の
色
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

お
手
持
ち
の
輪
島
塗
の
色
を
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

輪
島
漆
器
商
工
業
協
同
組
合

問
市
漆
器
商
工
課　

☎
（
23
）
１
１
４
７

　国の機関である中小機構が運営する小規模企業共済制度は、小規模企業の経営者や役員、個人事業主な
どのための積み立てによる退職金制度です。現在、全国で約 133 万人の方が加入されています。掛け金
は全額を所得控除できるので、高い節税効果があります。将来に備えつつ、契約者の方がさまざまなメリッ
トを受けられる制度です。
■掛け金
　月々の掛け金は 1,000 ～ 70,000 円まで 500 円単位で自由に設定が可能で、加入後も増額・減額できます。

問輪島商工会議所　☎ 22-7777　　門前町商工会　☎ 42-0360

事業主のための退職金積立制度

小規模企業共済制度について
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く
ら
し

　

総
務
省
で
は
、10
月
15
日
（
月
）

～
21
日
（
日
）
を
『
行
政
相
談
週

間
』
と
し
、
各
種
の
行
政
相
談
行

事
を
実
施
す
る
な
ど
、
行
政
相
談

制
度
の
利
用
の
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

行
政
相
談
の
受
付
は
、
次
の
行

政
相
談
委
員
や
、
総
務
省
行
政
相

談
セ
ン
タ
ー
き
く
み
み
石
川
（
石

川
行
政
評
価
事
務
所
）
に
て
お
電

話
や
フ
ァ
ク
ス
な
ど
、
方
法
を
問

わ
ず
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
委
員

○
引
持　

康
子
さ
ん（
別
所
谷
町
）

　

☎
（
22
）
０
９
９
２

○
皆
戸　

秀
継
さ
ん
（
鈴
屋
）　

　

☎
（
32
）
０
３
４
５

○
森　
　

祐
子
さ
ん
（
道
下
）　

　

☎
（
43
）
１
３
５
０

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

○
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　

き
く
み
み
石
川

　
（
石
川
行
政
評
価
事
務
所
）

　

〒
９
２
０
ー
０
０
２
４

　

金
沢
市
西
念
3
丁
目
4
番
1
号

　

金
沢
駅
西
合
同
庁
舎
4
階

☎
０
５
７
０
ー
０
９
０
ー
１
１
０

　
（
行
政
苦
情
１
１
０
番
）

※�

た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
お
よ

び
夜
間
（
17
時
30
分
～
翌
日
8

時
30
分
）
は
留
守
番
電
話
と
な

り
ま
す
。

FAX 

０
７
６
ー
２
２
２
ー
５
２
３
３

　

平
成
31
年
度
か
ら
、
中
学
校
で

使
用
す
る
教
科
書
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
採
択
し
ま
し
た
。

○
教
科
・
種
目

　

道
徳

○
発
行
者

　

東
京
書
籍
株
式
会
社

　

ま
た
、
採
択
さ
れ
た
教
科
書
の
展

示
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
展
示
会
場
・
期
間
・
時
間　
　

○
輪
島
市
教
育
研
究
所

　

10
月
12
日
（
金
）
ま
で

　

9
時
30
分
～
16
時
30
分

　

土
・
日
お
よ
び
祝
日
は
閉
館

○
町
野
支
所

　

10
月
12
日
（
金
）
ま
で

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　

土
・
日
お
よ
び
祝
日
は
閉
館

○
門
前
図
書
館

　

10
月
12
日
（
金
）
ま
で

　

9
時
30
分
～
18
時

　

土
・
日
お
よ
び
祝
日
は
17
時
ま
で

　

月
曜
日
は
閉
館

※�

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

　

火
曜
日
が
閉
館
と
な
り
ま
す
。

問
教
学
校
教
育
課

☎
（
23
）
１
１
７
１

　

石
川
県
福
祉
の
仕
事
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
出
張
し
、
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
福
祉
の

仕
事
や
資
格
取
得
、
職
場
体
験
な

ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
会
場
・
日
時　

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
輪
島

　

10
月
16
日
（
火
）

　

10
時
～
11
時
30
分

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
登

　

10
月
16
日
（
火
）

　

13
時
30
分
～
15
時

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
羽
咋

　

10
月
18
日
（
木
）

　

10
時
～
11
時
30
分

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
七
尾

　

10
月
18
日
（
木
）

　

13
時
30
分
～
15
時

問�

石
川
県
福
祉
の
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
６
ー
２
３
４
ー
１
１
５
１

　

河
川
で
の
『
サ
ケ
（
鮭
）』
の

採
捕
は
、
水
産
資
源
保
護
法
に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ケ
が

河
川
に
帰
っ
て
く
る
の
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
き
れ
い
な
河
川
環
境

を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て

き
た
結
果
で
す
。

　

北
の
海
か
ら
長
旅
を
経
て
、
産

卵
の
た
め
に
生
ま
れ
た
河
川
へ

戻
っ
て
き
た
貴
重
な
サ
ケ
を
、
捕

獲
せ
ず
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
石
川
県
農
林
水
産
部
水
産
課

☎
０
７
６
ー
２
２
５
ー
１
６
５
２

　

金
沢
弁
護
士
会
で
は
、
珠
洲
市

産
業
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
能
登
町
役

場
に
お
い
て
法
律
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

　

平
成
30
年
10
月
～
12
月
の
相
談

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
相
談
会
場
・
日
程
・
担
当
弁
護
士

○
珠
洲
市
産
業
セ
ン
タ
ー

相
　
談
　
日

担
当
弁
護
士

10
月
5
日
（
金
）
菊
地　
　

環

11
月
2
日
（
金
）
小
蕎　

秀
臣

12
月
7
日
（
金
）
中
澤　

彰
孝

○
能
登
町
役
場

相
　
談
　
日

担
当
弁
護
士

10
月
26
日
（
金
）
中
西　

祐
一

11
月
22
日
（
木
）
中
出　

健
作

※
担
当
弁
護
士
は
変
更
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

◆
相
談
時
間

　

�

13
時
30
分
～
16
時
の
間
で
30
分
以

内
（
先
着
5
名
（
組
）
ま
で
）

※
予
約
順
に
時
間
が
決
ま
り
ま
す
。

◆
相
談
料

　

無
料

◆
予
約
方
法

　

相
談
前
日
の
17
時
ま
で
に

　

金
沢
弁
護
士
会
へ
電
話
で
予
約

問
金
沢
弁
護
士
会

☎
０
７
６
ー
２
２
１
ー
０
２
４
２

　

こ
の
た
び
、
石
川
県
の
最
低
賃

金
が
、
時
間
額
８
０
６
円
と
な
り

ま
し
た
。

※
改
正
発
効
日 

平
成
30
年
10
月
1
日

　

使
用
者
は
、
こ
れ
よ
り
低
い
賃

金
で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
石
川
労
働
局
や
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
石
川
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

今
月
の
納
税
等
　
納
期
限　

10
月
31
日
（
水
）

お
知
ら
せ

市
・
県
民
税
（
第
3
期
）、
国
民
健
康
保
険
税
（
第
7
期
）、

介
護
保
険
料
（
第
4
期
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
7
期
）

行
政
相
談
週
間

教
科
書
の
採
択
お
よ
び
展
示
会

福
祉
・
介
護
の
し
ご
と
　
　
　

出
張
相
談

能
登
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

石
川
県
最
低
賃
金
改
正
　
　
　

時
間
額
８
０
６
円

河
川
で
サ
ケ
を
捕
ら
な
い
で
！
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社
会
保
険
労
務
士
制
度
推
進
月
間

無
料
相
談
会

ご
存
知
で
す
か
？
　
　
　
　
　

建
退
共
制
度

10
月
は
『
年
次
有
給
休
暇
取
得

促
進
期
間
』
で
す

成
年
後
見
お
よ
び
相
続
税
・
　

贈
与
税
に
関
す
る
無
料
相
談
会

行
政
書
士
無
料
相
談
会

無
料
調
停
相
談

輪
島
高
校
定
時
制
　
　
　
　
　

創
立
70
周
年
記
念
同
窓
会

◆
石
川
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
�http://ishikaw

a-
roudoukyoku.jsite.m

hlw
.

go.jp

問
石
川
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
７
６
ー
２
６
５
ー
４
４
２
５

　☆�

事
業
主
（
使
用
者
）
の
皆
さ
ま
へ
、

年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与
制

度
の
導
入
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成

31
年
4
月
よ
り
、
使
用
者
は
、
10
日

以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ

る
全
て
の
労
働
者
に
対
し
、
毎
年
5

日
、
時
季
を
指
定
し
て
有
給
休
暇
を

与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
『
時
季
指
定
』
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
5
日
間
に
つ
い
て
、
計

画
的
付
与
制
度
を
は
じ
め
、
労
働
者

が
取
得
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数

分
は
『
時
季
指
定
』
の
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
。
年
次
有
給
休
暇
の
計
画

的
付
与
制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。
　

◆
相
談
会
場
・
日
時

○
税
理
士
会
館

　

金
沢
市
北
安
江
3
丁
目
4
番
6
号

☎
０
７
６
ー
２
２
３
ー
１
８
４
１

　

10
時
～
17
時

※�

相
談
会
へ
の
参
加
を
ご
希
望
の

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
会
場
に

お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
北
陸
税
理
士
会

☎
０
７
６
ー
２
２
３
ー
１
８
４
１

　

相
続
や
遺
言
、
契
約
、
会
社
設

立
、
各
種
許
可
申
請
の
お
手
続
き

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
つ
い

て
お
答
え
し
ま
す
。

☆
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
会

　『
行
政
書
士
電
話
相
談
』

◆
開
設
期
間
・
時
間

　

10
月
5
日
（
金
）
～
7
日
（
日
）

　

10
時
～
16
時

☎
０
７
６
ー
２
６
８
ー
９
１
１
０

☆
面
談
に
よ
る
無
料
相
談
会

◆
相
談
会
場
・
日
時

○
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

フ
ァ
ミ
ィ　

催
事
場

　

10
月
7
日
（
日
）
10
時
～
16
時

問
石
川
県
行
政
書
士
会

☎
０
７
６
ー
２
６
８
ー
９
５
５
５

　

日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
裁

判
所
の
調
停
委
員
が
調
停
利
用
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

  

た
だ
し
、
現
在
裁
判
所
に
係
属

し
て
い
る
事
件
の
相
談
に
は
応
じ

か
ね
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

  

事
前
の
ご
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

◆
相
談
会
場
・
日
時

○
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

フ
ァ
ミ
ィ　

催
事
場

　

11
月
3
日
（
土
）
13
時
～
16
時

◆
相
談
内
容

　

�

相
続
、
離
婚
・
夫
婦
関
係
・
親

子
関
係
、
借
金
返
済
、
土
地
建

物
、
交
通
事
故
な
ど

◆
主
催

　

輪
島
調
停
協
会

　

石
川
調
停
協
会
連
合
会

問
輪
島
簡
易
裁
判
所

☎
（
22
）
０
０
５
４

　

10
月
は
社
会
保
険
労
務
士
制
度

の
推
進
月
間
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
や
企
業
経
営
者
の
方
に
こ
の
制

度
を
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
会
当
日
は
、
高
い
専
門
知

識
と
経
験
を
保
有
す
る
社
会
保
険

労
務
士
が
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く

対
応
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
物

つ
い
で
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
会
場
・
日
時

○
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

フ
ァ
ミ
ィ　

催
事
場

　

10
月
6
日
（
土
）
10
時
～
16
時

問
石
川
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
７
６
ー
２
９
１
ー
５
４
１
１

FAX 

０
７
６
ー
２
９
１
ー
５
４
１
５

　

建
設
業
退
職
金
共
済（
建
退
共
）

制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者

の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
お

支
払
い
す
る
と
い
う
い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
建
退
共
』
に

お
い
て
、
制
度
の
説
明
用
動
画
や

Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知
り

た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
建
退
共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.kentaikyo.　

　

taisyokukin.go.jp/

問
独
立
行
政
法
人

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

建
退
共
石
川
県
支
部

☎
０
７
６
ー
２
４
２
ー
１
１
６
１

　

懐
か
し
い
顔
に
出
会
い
、
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
せ
ん
か
。

◆
開
催
会
場
・
日
時

○
海
亭　

の
と
吉

　

11
月
17
日
（
土
）
18
時
～

◆
参
加
費
（
会
費
）

　

男
性　

８
，
０
０
０
円

　

女
性　

６
，
０
０
０
円

　

す
で
に
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
ご

案
内
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
県
立
輪
島
高
等
学
校
定
時
制

☎
（
22
）
２
１
０
５
（
担
当
山
﨑
）

最小値 最大値 期間平均期間中 過去 期間中 過去
剱地公民館 0.06 0.05 0.08 0.10 0.06
門前総合支所 0.09 0.06 0.10 0.12 0.09
三井公民館 0.05 0.03 0.06 0.09 0.05
※�期間中に計測された数値に異常は認められませんでした。
※�測定地点は、剱地公民館・門前総合支所・三井公民館の 3 か

所地上から１ｍ の高さで測定し、結果を記録しています。
　　問市防災対策課　☎ 23-1157

   ■放射線量率の推移 8/21 ～ 9/20 （単位：毎時マイクロシーベルト）
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輪島・白米千枚田あぜのきらめき
2018 10/13 土  ▶ 2019 3/10 日

10/13 オープニングイベント開催！

★当日スケジュール
18:15　輪島高等学校和太鼓部

18:30　オープニング

18:50　点灯式

19:00　御陣乗太鼓

19:20　花火

21:00　飲食ブース終了

おわびと訂正
　9 月号に掲載した内容に誤りがありました。 おわびして訂正いたします。

　 2 4 頁 「白米千枚田結婚式 ・ 稲刈り」 中、 輪島 ・ 白米千枚田　あぜのきらめきの期間について

　 【誤 】 1 0 月 1 4 日 （日 ） ～ 　 　 【正 】 1 0 月 1 3 日 （土 ） ～
問市観光課　☎ 23-1146

環境通信
５
ゴ ミ

３０
ゼロ

運動で美しいまちづくりを
ごみ、あきかん、吸いがらなどのポイ捨てをしない！

自分のごみは、自分で持ちかえりましょう！
みんなで『美しいまちづくり』をしましょう！

秋の全市美化清掃週間
（10 月 25 日～ 31 日）　

○�みんなの広場や歩道、家の周辺の道路のごみや
　雑草、障害物などをとり除きましょう。
○側溝、用水路のごみをとり除き、どろあげをしましょう。

　～ 『ごみ』 と 『どぶ土』 は

分けて出してください～　

★どぶ土の収集について

　側溝や用水路の清掃後のどぶ土は、収集運搬の都合
がありますので、10 月 25 日～ 31 日の期間内に町内
単位で行ってください。また、実施日の 2 ～ 3 日前ま
でに区長・町内会長を通じて下記へご連絡ください。
　■（国・県道関係）
　　石川県奥能登土木総合事務所分室	 ☎26-2350
　■（市道関係）市土木課	 ☎23-1151
　　　　　　　　門地域整備課	 ☎42-8722

10月 30日（火）一斉清掃奉仕
（小雨決行）　

　荒天の場合は 10 月 31 日（水）に延期となります。
※�中止の場合は、防災無線で当日の 8:00 までにお知

らせします。（市街地）
◇清掃場所　各地区の指定地域
◇清掃時間　9:00 ～ 12:00
◇集合場所・時間　市役所前三角州（市街地区域）

8:50 に集合
【提　唱】輪島市美しい町づくり推進協議会

※�輪島市内の企業・各種団体にご協力をい
ただいております。

【協　力】輪島市
　お問い合わせ、参加のご希望される方は下記へご連
絡ください。

　■輪島市美しい町づくり推進協議会事務局
　（代表幹事：輪島商工会議所）

　☎ 22-7777　FAX   22-7707　（8:30 ～ 17:15）

約 25,000 個！！

国道上にもきらめくよ！！

千
せんれん

恋ちゃん
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▲開所した門前交流センター

無料相談
■市民相談
輪島市役所
3 階大会議室

総合
9 日㊋　10:00 ～ 15:00

問市市民課  ☎ 23-1131

門前総合支所
101 会議室

総合
17 日㊌　  9:30 ～ 12:00
問門地域振興課  ☎ 42-8720
　門地域生活課  ☎ 42-9916

町野公民館
2 階研修室

行政
16 日㊋　10:00 ～ 12:00
問市総務課  ☎ 23-1111

南志見公民館 行政
今月はお休みです
問市総務課  ☎ 23-1111

■教育相談
■輪島市教育相談室　☎ 23-1173
　時間　平日 9:00 ～ 17:00

■行政相談
　県政に対する意見、要望、苦情等
　を受けています。

■行政相談室　☎ 26-2303

■多重債務相談（石川県司法書士会）
■電話無料相談 　
　時間　平日 10:00 ～ 16:00
　☎ 076（292）8133

■弁護士相談（要予約）
　日時　11 日㊍　13:00 ～

場所　輪島市社会福祉協議会
問市社会福祉協議会　☎ 22-2219

■カウンセラーによる相談（要予約）
輪島市社会福祉
協議会

5 日㊎、12 日㊎、19 日㊎、
26 日㊎　9:30~12:00

問市社会福祉協議会　☎ 22-2219

やすらぎの杜（火葬場）休業日
今月の休業日はありません
☎ 23-4194

補聴器（出張点検）
輪島市役所
1 階中会議室

10 月 2 日㊋　10:00 ～ 12:00
9 日㊋　14:00 ～ 16:00

17 日㊌　10:00 ～ 15:00

門前総合支所 10 月 11 日㊍　10:00 ～ 12:00
26 日㊎　10:00 ～ 12:00

町野支所 10 月 4 日㊍　10:00 ～ 11:30

広
告
欄

　漁業センサスは、わが国の漁業の生産構造、就
業構造を明らかにするとともに、漁村や水産物流
通・加工業などの漁業をとりまく実態と変化を総
合的に把握することを目的に、統計法に基づいて
5 年ごとに行う大規模な統計調査です。
　漁業センサスに従事するための調査員が、10
月中旬から漁業関係者の方々を訪問し、調査票の
記入を依頼します。なお、調査員は常に統計調査
員証を携帯しています。
　漁業の現状を知り、将来を考えるための大切な
調査です。ご理解・ご協力をお願いします。

問市企画課　☎ 23-1113

2018 年 漁業センサスが行われます

　輪島市では、気象警報・防災情報や防災行政無線でお知らせする内容などをパ
ソコンや携帯電話などに電子メールにて配信するサービスを行っております。
※�こちらのサービスに係る利用登録料は無料です。ただし、メール受信に係る通

信料およびパケット通信料はご登録いただいた方のご負担となります。
※�ご登録いただく際に、あらかじめ “d.blayn.jp” および “city.wajima.lg.jp” からの

メールを受信できるように設定を行ってください。
★ご登録はこちらから 

URL https://d.blayn.jp/bm/p/f/tf.php?id=wajimamm

　　　　　　　　　　　　　　　　　スマホ版 QR コード  ▶

問市防災対策課　☎ 23-1157

防災関係情報メール配信サービスについて

第 24 回 児童生徒きりえ作品展　開催中
　全国の小中学生より応募があった 509 点のきりえ作品を展示します。
子どもたちの個性あふれる素晴らしい力作ぞろいです。
　市内の子どもたちの作品も展示しています。入場無料となっておりますので、
この機会にぜひご鑑賞ください。
■展示期間・展示時間　10 月 1 日（月）～ 19 日（金）まで
　　　　　　　　　　　9:00 ～ 20:00 まで（最終日は 15:00 まで）
■展示会場　ショッピングセンターファミィ　展示場
■主　　催　輪島市教育委員会

問教文化課　☎ 22-7666
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図 書館へ行こう！
● DVD 上映会『次郎長三国志』（上映時間 129 分）
日時　10 月 7 日（日）1 回目　10:00 ～ 12:09

2 回目　14:00 ～ 16:09
対象　一般　※無料です。
● 0.1.2 おはなし会（しびびの会）
日時　10 月 10 日（水）11:00 ～
対象　0 ～ 2 歳児および保護者（妊婦さんも歓迎）
●むかし昔・おはなし会
日時　10 月 13 日（土）14:00 ～
対象　小学生以上
●古典を楽しむ会
日時　10 月 17 日（水）14:00 ～ 15:30
講師　井舟　哲全 氏
対象　一般（新規の方は要申込）
●おはなしの森のおはなし会
日時　10 月 21 日（日）14:00 ～
対象　幼児～小学生および保護者
●「ふるさと門前川柳」優秀作品展
期間　10 月 27 日（土）～ 11 月 9 日（金）
※�小中学生を対象に募集した「ふるさと門前川柳」

の中から優秀作品を展示します。
●読書週間記念講演会
テーマ　『能登を巡った大伴家持』
講師　村井　加代子 氏（元石川県立図書館長）
日時　10 月 28 日（日）13:30 ～ 15:00
会場　門前図書館学習室　※参加無料。（要申込）
●日本を愛でる
日時・内容　10 月 5 日（金）「寒露」（今年は 8 日）

　10 月 23 日（火）「霜降」（今年は 23 日）
	 15:00 過ぎ～

■ 3 館合同の催し

●わじまどくしょスタンプラリー
期間　10 月 2 日（火）～ 12 月 9 日（日）
対象　小学生以下
○�スタンプカードは、市立図書館・門前図書館・

町野分館にあります。
○ 1 冊につき 1 個のスタンプを押します。
○期間中に30個集めるとプレゼントがもらえます。

■市立図書館・門前図書館共通企画

●「子どもに読んであげたい『よい絵本』」の展示
期間　10 月 26 日（金）～ 11 月 30 日（金）

図書館 開館時間 休館日
輪島市立図書館

☎ 22-2926 9:30 ～ 18:00
土日・祝日
9:30 ～ 17:00

毎週月曜日（月曜祝日の場合
は翌平日）、毎月第 4 木曜日門前図書館

☎ 42-0129
町野分館

☎ 32-0316
8:30 ～ 17:00

土 13:00 ～ 17:00 毎週日、月、祝日

　http://www.city.wajima.ishikawa.jp/docs/lib/HP

～ 新 刊 の ご 案 内 ～
銀橋　　　　　　　　　　　中山　可穂
鎌倉の家　　　　　　　　　甘糟　りり子
叙述トリック短編集　　　　似鳥　鶏
大和維新　　　　　　　　　植松　三十里
緑の花と赤い芝生　　　　　伊藤　朱里
想い人　あくじゃれ瓢六６　諸田　玲子
明治銀座異変　　　　　　　滝沢　志郎
到達不能極　　　　　　　　斉藤　詠一
宴の前　　　　　　　　　　堂場　瞬一
ＴＥＮ　　　　　　　　　　楡　周平
七つの試練　　　　　　　　石田　衣良
観音リボン　　　　　　　　戸南　浩平
グラスバードは還らない　　市川　憂人
廃墟戦隊　ラフレンジャー　竹内　真
花咲小路三丁目北角のすばるちゃん　小路　幸也
銀河食堂の夜　　　　　　　さだ　まさし
緑のなかで　　　　　　　　椰月　美智子
ドアを開けたら　　　　　　大崎　梢
僕は金になる　　　　　　　桂　望実
アンドロメダの猫　　　　　朱川　湊人
　　　　　　　　　　　　　　　ほか多数
■ 2018（第 72 回）読書週間「ホッと一息　本と一息」

　10 月 27 日（土）から 11 月 9 日（金）
は「読書週間」です。輪島市立図書館
や門前図書館では、その期間にあわせ
て作品展、本の展示・貸出などを実施
します。図書館へぜひお越しください。

■輪島市立図書館の催し

●よちよちさんのおはなし会
日時　10 月 12 日（金）10:30 ～ 11:00
対象　0 ～ 2 歳児の親子
●読書会
日時　10 月 13 日（土）13:30 ～ 15:00
テキスト　『武家草鞋』　山本　周五郎／著
●こんぺいとうのおはなし会
日時　10 月 20 日（土）14:00 ～ 15:00
対象　幼児～小学生および保護者
●読書週間ポスター展
期間　10 月 26 日（金）～ 11 月 14 日（水）
※�市内の小学生による読書普及と推進をテーマとし

たポスターを展示します。
●「2018 主な文学賞受賞作品」の展示
期間　10 月 26 日（金）～ 11 月 30 日（金）

■門前図書館の催し

●門前図書館読書会
～短編小説を読んで語らいませんか～

日時　10 月 4 日（木）13:30 ～ 15:00
テキスト　『東大について』　曽野　綾子／著
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戸籍の窓口戸籍の窓口 平成 30 年 8 月 16 日～平成 30 年 9 月 15 日

人口と世帯
（9 月 1 日現在）

人　　口　27,363人	（－ 45人）

　　　　　　　　　　男 12,972 人	 （－ 20人）
　　　　　　　　　　女 14,391 人	 （－ 25人）

（前月比）

世帯数　12,807世帯（－ 4 世帯）

（前月比） 8 月 出生 死亡 転入 転出
男 4 17 26 33
女 6 22 18 27

合計 10 39 44 60
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す
。

　　わじま・あなみず　求人情報
　
　�　最新の輪島・穴水の求人情報が輪島市のホームページか

ら確認できるようになりました。
　※�求人に応募される場合には、必ずハローワーク窓口で「紹

介状」の交付を受けてください。
 　■ URL http://www.city.wajima.ishikawa.jp/docs/2017031400028/

問市漆器商工課　☎ 23-1147　

▲�スマホ版
QR コード
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堀
岡　

誠せ

な那
く
ん

10 月 1 日生まれ【気勝平町】

　パパ翔太さん　ママ亜紀さん

よく食べ、よく寝るせなです♡
お姉ちゃんに遊んでもらっていつ
も笑顔！これからも 2人仲良く元
気に大きくなってね♪

　

大
石　

真ま

お鳳
ち
ゃ
ん

10 月 2 日生まれ【二ツ屋町】

　パパ喜一郎さん　ママ美紀さん

お歌と食べることが大好きな真
鳳です♡よちよち歩きができるよ
うになったよ♪はやくお兄ちゃん
とお散歩したいな（^_^）

　

福
﨑　

基も

と

い生
く
ん

10 月 4 日生まれ【小　泉】

　パパ雄真さん　ママ知枝さん

もといです。おでこのイチゴが
トレードマーク。おいしいごはん
をいっぱい食べておっきくなって
ね！

　

角　　

風ふ

く空
く
ん

10 月 5 日生まれ【水守町】

　パパ一之さん　ママ瞳さん

モリモリ食べてすくすくと成長中
♪お兄ちゃんと一緒、食べることが大
好き♡歩けるようになったら大好きな
お兄ちゃんといっぱい遊ぶんだ！！！

★初誕生記念にお子さんを広報に掲載しませんか？

　11月号（11月に１歳になるお子さんを対象）に掲載をご希望の方は、10月 15日（月）までにお子さんのお名前（ふ

りがな）、生年月日、性別、ご住所、お父さん・お母さんのお名前、電話番号、50 字程度のコメント、お写真（デ

ータ・1～ 5MB 推奨）を企画課までメールにてご提出ください。（Mail koho@city.wajima.lg.jp）なお、提出期

限を過ぎた場合は掲載できません。

　　輪島市オリジナル年賀はがき

10 月 1日（月）より予約受付スタート！

　輪島市では例年、観光 PR のためオリジナル年賀はが
きを作成しています。今回は、『輪島の海女漁の技術』
の重要無形民俗文化財指定と、日本遺産『北前船寄港地・
船主集落』に輪島市が認定されたことを記念した年賀状
です。新年のごあいさつにぜひご利用ください。
◆仕様
　○ 1 枚 62 円
　○インクジェット用　※無地ではありません。
◆お申し込み方法
　市役所観光課へお電話にてお申し込みください。
◆予約締切
　11 月 2 日（金）まで
※ただし、1 万枚に達し次第終了となります。
◆販売開始・はがきのお受け取り締切
　11 月 19 日（月）～ 12 月 14 日（金）
◆代金のお支払い・はがきのお受取り方法
　①市内にお住まいの方
　　�市役所観光課や門前総合支所地域振興課、各支所・

出張所で代金と引き換えになります。
　②市外にお住まいの方
　　�市外にお住まいの方で郵送をご希望の方は、あらか

じめご予約の上、ご希望枚数 × 62 円を郵便小為替
にて、市役所観光課までお送りください。

　　�なお、郵便小為替をお送りいただく際の送料および
手数料は、お申込者さまでご負担ください。

※デザインは一部変更になる場合があります。
◆予約お申し込み・お問い合わせ

および郵便小為替の送付先
　〒 928-8525
　　石川県輪島市二ツ屋町 2-29　輪島市役所観光課
　　　　　　　　　　　　　　　   　　   ☎ 23-1146


